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この報告書は、 日本 自転車振興会から競輪収入の一部である機

械工業振興資金の補助を受けて平成4年 度に実施 した 「ハイパ
ーネッ トワーキング社会の構築と展望に関する研究」の成果を

とりまとめたものであ ります。



は じめに

この調査報 告書 は、財 団法 人 日本情 報処 理開発 協会 が、 シス テムズ ・アナ リ

ス ト・ソサ エ ティに調査依託 した 「ハ イパ ーネ ッ トワーキ ング社 会 の構築 と展

望に関す る研究」 の成 果 をとりま とめた ものであ る。
"ハ イパ ー ネッ トワー キング社会"と い う言 葉 に込 めた もの は、情報機器類

の発 達 に よって、生 活者一人一人 が豊 かで ゆ と りを もった創 造性 が充分 に発揮

で きる環境 を手 に入 れ るこ とがで きるとい う社会 の イメージで ある。情報社会

とい う ものが私 た ち一人一人 をが ん じが らめに し、個性 を発 揮 で きない ような

環境 になって しまってはな らない、 とい う問題意識 か ら発 してい る。

今 回の報告書の 内容 は、昨年の第1期 の研 究 を引 き継 ぐような形で つ くられて

いる。 シス テムズ ・アナ リス ト ・ソサエ ティのメ ンバ ーは様 々 な業種の会社の

サ ラリーマ ンであ る ことが多 いが、今 回 は彼 らに対 してのア ンケー ト調査 を行

った。情 報 に対 しての接 し方や、今後情 報機器類 が身の まわ りに増 えて くるに

あたって どの ように対処 しよう としてい るのか、 とい った事柄 をア ンケー トし

たわけであ るが、 その結果が第1章 と第3章 を中心 に記述 してあ る。

第2章 は、 シス テムズ ・ア ナ リス ト ・ソサエ テ ィの メンバー の幾 人か に、 よ

り詳細 な踏み込 んだ形 の ヒヤ リング調査(デ プスイ ンタ ビュー調査)を 行 い、

その結果 を もとに、私 たちの意識 が どの ように変 わ ろう として いるのか に言及

した ものであ る。 と くに働 くとい うこ とに関 しての意識の変容 や家族 との接 し

方、 日々の生活 に関 しての意識が どう変 わ ろう と してい るのか を生 々 しい証言

をもとと して読 み取 ろ うと した。

第4章 は、それ らの アンケー ト結果 を踏 まえてのま とめの章 と したが、 「心社

会 と情報社 会 の交流 」 な ど7つ の項 目に整 理す る形 で、"ハ イパ ーネ ッ トワー

キング社会"構 築 に向けての課題 を提 起 した。第4章 を通 じての テーマ と して

は 「情報社 会 に日本 は生 き延 びていけるか」 とい うもの とした。

未 だ議論 が生硬 で こなれていない部分 が多い とは思われ るが、一 つの問題提

起の形には成 り得 た ので はないか と考 えている。

本 年度 の研 究成 果 を踏 まえ、来 年度 は さらに具体 的 なイメー ジの構 築 に向け

て検 討 を進め、 よ り内容の濃い もの としてい く所存 である。

ここに、 ご協力 を頂 いた方々お よび関係 各位 な らび に快 くア ンケー トや イン

タビュー に応 じて頂 いた方 々に深 く感謝す る とともに、あ わせ て本研 究の成果

が、新 たな局面 での情報処 理技術 の発展 に役 立 ち得 れ ば誠 に幸 い に存 ず る次第

であ る。

平成5年3月
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第1章 サラリーマン達の情報 との接 し方の現状

家庭 、職場 を問わずい ろいろな情報 に人 は取 り囲 まれてい る。家庭 、職場

において人は数々の情 報 を毎 日、整 理 し活用 している。特 に、職場 では情報

を収 集 し、整理 し、判断 して、発信 す る、蓄積 す るなどの一連の作業 が、仕

事 と して行 われてい るとい って もいいであ ろう。労働 の 内容 その ものが、 こ

う1した情報処理 のプ ロセス であ る。産業 別就業 人 口が第1次 産 業 か ら第2次 、

そ して第3次 産業 へ と移 ってい くなかで、モノづ くりに直接 携わ る人 々 より

も、企業内外 の情 報 を処 理する人々が増えて きたこ とも背 景 にあ ろう。

こ うした点 を踏 まえて、 ここで は職場 におけ る個人 に視点 をあて て、情報

とのかかわ りをみてい くこ ととす る。今 回は、SASの 会員 を対象 に昨年10

月 に実施 したアンケー ト調査結 果 を もとに、サ ラリーマ ンの 具体 的な情報管

理 についてみ てい くこ とにす る。 ちなみに、 ア ンケー ト調査 は、SAS東 京

の会員100人 に郵送 で調査票 を送付 した。 回答 は40人 か ら得 てい る(回 収率

は40%)。 なお、調査票 で は、設問 ご とに 自由に記入 して もらう方法 をとっ

た。

1.人 材 の情報一 名刺 をど う管理 してい るか

人材に関する情報管理は、仕事 をする上でとりわけ重要なものであろう。

その中でも名刺は人と会うたびに交換 されるだけに、その管理は 「必要な名

刺 を、必要な時に、す ぐ取 り出せる」管理を具体的にどう行 うかがポイン ト

と思 われる。今回のアンケー ト調査では名刺 について、今まで試行錯誤 して

きた事、現在困っている事や感 じている事を聞いている。

(1)使 用 している機器

今 回のアンケー ト調査結 果 か らみる と、各 回答者そ れぞ れの整理 の方法 を

行 ってお り、機器 につい て もいろい ろな機器 を利用 し、大 まか な傾 向が把握

しに くいのが特徴 とな っている。具体 的 な機 器 は、名刺 ホル ダー、名刺 ボッ

クス、名刺箱 ・ケース、電子手帳、 ワー プロ、パ ソコンな どであ り、従来か

らある機器か ら新 しい機器 まで幅広 い 回答 となっている。
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第1章 サラリーマン達の情報との接し方の現状

しか しなが ら、 ワー プロ、パ ソコンを利 用 して も、 「使 い勝 手が悪 い」、

「手間 だけかか って、今 は使 っていな い」 、 「入力 に手 間がかか りす ぎる」

な どの意見 にみ られる ように、 ワー プロ、パ ソ コンをうま く使 い こな してい

るケ ースは少 ない ことが伺 われ る。 「名刺 のデ ー タ ・ベ ースは500枚 以上 に

な らない と、威力 を発揮 しない。生 きた名刺 の ままでいい」が、 回答者 の実

情の ようである。

このため、案外 、名刺 ホル ダー、名刺 ボ ックス、名刺箱 ・ケースの ように

い わば ロー ・テ クの文 房具 を使 って いる 回答者 が多 い のが 目立 ってい る。

「現在 コンタク トのあ る方違 の名刺 は、名刺 ボ ックスで充分活用可能 だ し、

大がか りなシステムは不要」 、 「名刺 は関連 団体毎 に名 刺箱 に入 れている」、

「市販の名刺入れ に順番に入れている」 とい う回答 などであ る。

(2)分 類の方法

「必要 な名刺 を、必要 な時 に、す ぐ取 り出せ る」管理 となる と、何 らかの

分類が必 要 とな る。今 回の アンケー ト調査 か らみ る限 りで は、これ も回答者

が それぞれの分類 方法 によって整理 しているのが現状 とい える。氏名 の50音

順 、業種 別、テーマ別、知 り合 いのジ ャンル別(ビ ジネス 関係、知 人 ・友人、

同窓な ど)、 よ くコンタク トす る ・しない別な どであ る。50音 順 だ と名前や

企業名 を覚 えてい ない とす ぐひ きだせ ない し、業種別で は分類不 明の業種の

場合 、これ も処理が難 しくな る。

(3)情 報の付加

また、名刺 を受領 して、会 った 日付、 ミーティングの名称 、人物の趣味、

人物の寸評、重要度 な どを書 き入れ る回答者 も多 かった。 数多い人 と会 い、

名刺 を交換す る と、簡単 に顔 や印象 を思 い浮 かべ る ことは難 しくなる。 そこ

で こう した情報 を、名刺交換 の ときに書 き入 れ している。 また、 その後 また

会 った ときに、会 った 日付 、会談 の目的 を記入 し、個人情 報の データづ くり

をめ ざ している回答者 もいた。
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第1章 サラリーマン達の情報の接 し方の現状

(4)情 報の更新

名刺 に関する情報については、たえず更新 しない と生 きた情報 として利用

できないことはいうまでもない。名刺の人物が異動や転勤のために所属や連

絡先が変わり、情報の更新が必要となる。また、ほ とんど連絡をとらな くな

った人 もでてきたり、名刺が長年にわたりたまってい くためにときには廃棄

する必要もで きて くる。

こうした名刺情報の更新については、手 間暇かかるためにあまりふれてい

る回答者はいなかった。 「過去に情報整理カー ドに転記 し、名刺にそのまま

はりつける整理 を行 ったが人事異動の改訂 に追いつかず挫折 した」の声に代

表されるように、更新については回答者が頭 を悩 ま しているのが実情であろ

う。そうしたなかでなかには定期的に半年、1年 たてば廃棄する人と残す人

を分ける、時折チェック して不要な名刺 は捨てる、などの意見 もあった。 し

か し、これでも廃 棄する人 と残す人 を分ける基準 をどうした らいいのか、 と

いう課題に悩まされているとの回答もあった。

(5)名 刺情報の活用

名刺の情報管理 を整理 し、蓄積 し、更新 して も、実際 の利用 となる と案外

利用 していない場合 が多 いの も実情 であ ろ う。 ア ンケー ト調査 では、年賀状

を出す出 さないの判 断に使 ってい る、 また頻繁 に連 絡す る人 を20～30人 分 ま

とめて持 ち歩 きたえずす ぐ連絡 で きる ように対応 な ど、の意見 が聞かれ た。

いずれ に して も、多 くの名刺 を蓄積 して、活用 で きる ように して も、そこ

までの情報のデー タ ・ベ ース化 までの作 業 に時 間 を取 られ て しまって、情報

を実際活用 して仕 事 に生かすのは これか らの様 子が伺 われ た。

(6)名 刺管理の まとめ

以 上みて きた よ うに、 人材情 報のひ とつ である名刺 の管理 については、各

回答 者がそれぞれ工夫 してそれぞれの方法で行 って いる といえる。 しか も、
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第1章 サラリーマン達の情報との接 し方の現状

機器 の利用 について も、ハ イ ・テクの機器 よ りか は、従来 どお りの いわゆる

ロー ・テ クの機器 が利用 されている。名刺 の数 、入力 の手 間、活用の仕方な

どの点 か らみる と、まだ試行錯誤の状況 にあるこ とが伺 われ る。そ して、分

類 の方法 、名刺 を廃棄す る際の基準 な ど、 どれ をとって も各 回答者が頭 を悩

ま してお り、 これ といった解決策 がないのが現状であ った。

今 回のアンケー ト調査 か らみ る限 り、サ ラ リーマ ンに とっては、共通の名

刺の情報管理 のや り方 はみ られず、回答者 がそれぞれ に自分 の最 もいい と思

われる方法 で今後 とも管理 してい くしか ない といえそ うであ る。(表1)

2.新 聞や雑誌 、テ レビ等の メデ ィア情報

本節 では、 日本 のサ ラ リーマ ン達が どの ように新 聞や雑誌等 のメデ ィアか

らの情報 に接 しているのか を、今回の アンケー トか らみ てみる。該 当欄 の回

答39件(無 回答1件 を除 く)を 見 る と、その苦労や工夫が よ く現 れている。

(t)具 体的方法

回答 の中で、実際 に利用 してい る具体 的 な方法 につい て記述 された ものは、

全 て新 聞や雑誌等 の切 り抜 き とその代 替方法 につい て、 とい って よい もので

あった。切 り抜 きについての回答が16件 、 その代 替方法 につ いてが11件 あっ

た。後者 の中には、切 り抜 きその ままで はな く、 メモ にす るな ど、 自分で加

工す る ものが4件 含 まれてい た。 なか には こまめ に、 「ワー プロ等 に要 旨、

キーワー ド等 をまとめて、紙 に出 してフ ァイル している」との回答 があった。

自分 で加工す るものの 中で、 自分で考 えた ことや アイデア については、カ

ー ドを利用 している との 回答が2件 あ った
。 カー ドは、いつで もどこで も使

える手 軽 さがあ り、時や場所 を選 ばないで浮 かん で くるアイデ アを記録 する

のにち ょうどよい とい うこ とであろ うか。1件 だ け紹介す ると、 「アイデア

な どは名刺 サイズ カー ドで整理 している。利 点は車 内で もどこで も記録がで

き、1件1葉 なので管 理が容易」 という ような回答 であ った。

また、商用 デー タベ ース を利用す るな ど、電子 的 な方法 と言 える ものが7
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第1章 サラリーマン達の情報との接 し方の現状

件 あ った。具体的 に示す と、 「以前 は新聞 ・雑誌の切 り抜 きを保存 していた

が、電子 メデ ィア(パ ソ コン通信、各種 データベ ースの オ ンライ ンサ ー ビス)

が発達 して、馬鹿馬鹿 し くな って一 切やめ た。」、 「自分 が発信す る ものは

マ ックを活用 している」 とい う ものがあ った。具体的 な方法 とい うくくり方

で はないか もしれないが 、 「ファイル を して もあ とで見 るこ とはまずないの

で、必要な ことは覚えて しま うことに してい る」 との回答 が1件 あった。

(2)情 報の入手 ・管理の問題点

情 報の入手 ・管理の問題点 を述べ てい る回答がll件 あった。 そのほ とん ど

と言 ってよい10件 が、 「とってお いて も利 用 していない」 とい う類 の もので

あ る。(こ の 中には 「整理 で きな い」 、 「分類 で きない」 とい う回答 であ っ

たの だが、趣 旨は 「利用 していな い」 とい うこと と考 え られる。)例 えば、

「メモ帳 に書 き込 む ように してい るが、必要 な時 に見つ け出せず に苦労 して

い る」、 「い ろい ろな情報 をと りあ えず収集す るの だが 、"お 蔵入 り"を し

て しまい、活用 していない」 な どで あ る。 ところで、 「情報 を とっておい て

も利 用 してい ない」 とい うこの10件 の うち、6件 が切 り抜 きにつ いての問題

点 と しての回答で あった。

また、他 の問題点1件 は、 「電子媒体 に入力 してい るが、その手 間が大変

であ る」 とい うものであ った。

(3)情 報利用と目的性

収 集 した情 報が利用 されてい る ような印象 を受 ける回答 は少 な く、4件 あ

るだけであ った。 そとには、利 用 目的があ る という点 が共通 している。例 え

ば、 自分で何 か を書 くためや仕 事の 参考のため に、 テーマを決め て集め た情

報 は、活用 され ている ようであ った。 この点か ら類推す る と、情報 の発信者

となる人ほ ど情報の収集 も上手 なのでは ないか と思 われる。具体 的な回答 は、

「カー ド化 してい るが、 かな り選択 をす る。エ ッセ イな どを書 く時 や、講演

の原稿、投稿 などの時 に役 立て る」 、 「自分 で物 を書 く時、必要 の為 に集 め
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第1章 サラリーマン違の情報の接 し方の現状

た資料 は大切 にす る。」 とい う ものがあ った。

(4)情 報 を捨 てる こと

今 回のア ンケー トを見 てい る と、情 報は"い か に捨 てるか"も 重 要である

ことが見 えて くる。収集 した情報 は放 ってお くと溜 まる一 方で整 理がつかな

くなる。将来 どの様な情 報が必要 にな るのかは わか らないのだか ら、蓄える

情 報の量 は多 くな りがちであ る。電子 的なツール を使用 している例 が少 ない

だけに、 この問題 は大 きい と思 われ る。必 要な情報 を活用 で きる状態 にする

ために、使 わない と思われ る もの をい かに捨 て るか、 このこ とに触 れた回答

が5件 あ った。 この中で3件 は、 「定期 的にチ ェ ック して不要 と思 われる も

のは捨 てる」 とい うものである。

情報 を捨 てるこ とについての具体 的 な回答 には、 「切 り抜 き、メモ、パ ン

フレッ ト類 はジャ ンル別 に整 理 しファイル。 あ る程 度 たまって きた時点 で整

理 し、パ ソコン、 ワープロで レジュメ を作成 して、要点 を整理す る。同時 に

死 に筋情報 も片づ ける」 とい うような ものが あ った。 また最初 から、 「各種

情報 は読 んだ らす ぐ捨 てるこ とに して いる。必 要な時 にあ らため て縮刷 版や

バ ックナンバ ーな どで探 すこ とに してい る。」 とい う回答が1件 あ った。 ところ

で、本 節 の最初の ところで紹介 した、情報管理 の手段 について、 「おぼ えて

しまう」 こ とに している とした回答 も、具体的 な媒体 を用 い ると整理がつか

な くなる ことを暗 に示 してい ると考え られ る。

(5)電 子的 なツールによる情報の入手 ・管 理 につい ての一考察

現在の情報管理の問題点を見ていると、コピーの機械 もな く、筆記具も墨

と筆であった時代 の博識家たちは、 どのように情報 を整理 していたのだろう

かと想像 した くなる。道具はどんどん便利 にな り、情報の管理は非常に しや

すくなっているはずである。情報の氾濫が言われ、情報の取捨選択の難 しさ

が指摘 されている現在、本当に必要なのは何 だろうか。情報を保存する手段

なのか、情報 を運 んできて くれるメディアなのか、情報の本質 を見抜 くため
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の人 間の能力 なのか、で きるだけ多 くの情報 を記憶 する能力 なのか。それ と

も膨大 なスク ラップを作 り保管す るための人手 と場所 なの か。苦 労 して まで

情報 を蓄積 してお きたい と考 える人 が どれ だけい るだろ うか。 「ゆ と りの時

代 」 とは、ある意味 では願 望であ り、その ように生活が したかったので はな

か ったろ うか。今 まで は、いわ ゆる 「知 的生産」 を仕事 としてい る人 は、い

つ も時 間に追 われる ように して いるイメージがあ った。常 に情報 を収 集 し、

しか も自分の もの と して発信 していかなけれ ばな らない。 これ らは どちらも

時間 を要する。 この ようなこ とは、 もう変 わって よいのではないだろ うか。

今 回の アンケ ー トでは少数 なが ら回答 のあ った、電子的な ツー ルに よる情

報 の入手 ・管理が解決 の方法 にな らないだろ うか。以下では この こ とについ

て考 えてみたい。

まず、 なぜその ようなツールの利 用者 が少数派 なのだろうか。

・コス トが高い

・なんだか面倒臭 い

・コンピュー タ ・ア レルギー

も しこれらが理 由な らば、パ ソコ ン、 ファ ミコンでゲ ーム感覚 で電 子媒体

に接 して育 った世代 が成長 す る と、世 は一気 に電子 ネッ トワー ク社会へ転 じ

てい くか もしれ ない。彼 らに とって は、 このツール を使 うこと自体が面 白い

のだか ら、状況 は全 く変わ って くる と考 えて もよいだろう。

・ツールが使 い に くい

・得 られ る情 報が不 完全 であ る

これ らが理 由だ とす ると、 これ も時間 と ともに利 用者 と供給者の両 方にノ

ウハ ウが蓄積 され、改善 されて い くだろ う。紙の媒体 に比べ てみれば、 まだ

使 いやす い ものに進歩 するため には時 間が充分に経 った とは言 えない。文字

がで きてか ら、 ほ とん どの人が読 め る ようになる まで、 どれだ けの時 間 を要

しただ ろうか。多 くの人 がキーボー ドとデ ィスプ レイを前 に して、扱 い方が

分 か らない人が途方 に暮 れる とい う現在 の状況 は、いつまで も続 くわ けでは

ない だ ろう。情 報処理 は非常 に汎用性 の ある"道 具"で あ り、 この ような道
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具 はまずそれが先 にあ って、後 か ら利用 方法が考 え られるこ とが少 な くない。

今 までは とにか く接 す る機会 が少 なか った。多 くの人が早 くか ら利 用す るよ

うになれば、全 く違 った状 況 になるだ ろう。

電子媒体 は費用 はかか るが 、 自分で情報 を蓄 えないで も、外 部のデ ータベ

ースな どか ら入手 で きる利点 があ る。 当然の こ とだが、新 聞な どの切 り抜 き

は、自分 で作 るもの であ る。 だか ら、 自分が気づ いたこ と しか フォローで き

ない。 しか も必要 と考 える範 囲 に限 られる。興味 にまかせ て作 って いった ら、

それ を保管 す るの にい くら場 所が あって も足 りない し、 どこに何 があ るのか

分か らな くな って しま う。 しか し、我 々が必要 とす る情 報 は、必ず しも普段

か ら自分で気 を付 けている ジャンルばか りではない。我々が新 しい発想 を得

る時は、そ れは無 か ら生 じる ものでは な く、断片的であれ、何 らかの"元"

が あって、 そこか ら生 まれ て くるもので、 この断片 をどの ように組 み合わせ

るかにかかっている ところが大 であ る。 だが、 自分 の専門以外 のジ ャンル に

ついての情 報 を、 自分の力 だけで きちん とした形 で入手 で きるだろ うか。

情報 は人 が活用 して初め て活 きる もので、 しまってお くだけで は何 の価 値

もない。程 度 に差 こそあれ、多 くの人 は情報 を仕事 な どに活 用 したい と考 え

てい る。 しか し、 ア ンケー トを見 る限 り、現在 、既 にあ ま りに も多 くの情報

が、特定の人 や組織 に しか利用 されていない ようである。 この ような情報 が

もっ と広 く利用 され る ようになれば、個人、 ひい ては企業 な ど組織 の活性化

が進むだろ う。今後 は、個人 レベルで外 部 データベ ースが活用 で きる ような、

教育 も含め たインフラス トラクチャの整備が望 まれ る。

3.手 帳の活用

手帳 は、 スケジュールの管理 、あるいは メモ帳 としてな ど、仕事す る上で

はな くてはな らない もので ある。手帳 の活用 は、 「す ぐ情報 が とりだせ て、

わか りやすい」 が ポイン トとな ろう。今 回のアンケー ト調査 では手帳 につい

て、名刺 同様 に今 まで試行錯 誤 してきた事、現在 困 ってい る事 や感 じて いる

事 を聞いている。
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(1)使 用 してい る機器

今回のアンケー ト調査結果によれば、各回答者それぞれの ものを利用 して

いるものの、回答者の多 くは従来の手書きの手帳を使用 している。具体的な

手帳 としては、タイムのシステム手帳、能率協会の手帳、シンクタンク発行

の手帳、会社発行の手帳などがあげられている。

これに対 して、なかには電子手帳を使用 したい と考えている回答者 もみら

れたものの、 「電子化は絶対無理。使いやすい慣れた手帳を長期に使 うのが

コツ」、 「一覧性がないから電子手帳はきらい。ふつうの手帳が一番便利」、

「手書 きの手帳が一番と信 じている」などの意見が大勢を占め、実際の利用

までには至っていないのが現状であった。 「電子手帳は持ち運び、メンテな

どで不便」、 「それほど忙 しくあ りませんので、電子手帳は不要です。電子

手帳の入力の手間がかか りそうです」のコメン トにあるように、電子手帳の

使い勝手の悪さや入力の手間がかかる点を指摘する回答者が多かった。

(2)手 帳の活用方法

手 帳の活 用 と して は、ス ケジュール管理 が大半 で、住所録(ア ドレス)、

備忘録(メ モ)な どの活用 方法 はあ ま りみ られなか った。 このため、手 帳は

主 にスケ ジュールの管理 に主 に利用 して いる状況 といえる。 ちなみに、スケ

ジュール管理 と して は、具体的 には1日 単位 、1週 間単位、1か 月単位 な ど、

回答者 の使 いやす さに よって時間単位 を選択 していた。

また、 「システム手帳 はスケジ ュール管理 が主だが、システム手 帳になん

で もメモ してい る」 、 「ア ドレス ノー トとメモノー トは、手 帳 と別に してい

る」 、 「会社支給 の手帳 は関連会社 の住 所 ・電話 が掲 載 されているので、住

所録 と して不可欠 」 など、 回答者 が手 帳 に よるスケジュール管理機能以外 に

住所録、備忘録な ど として も一部工夫 して使 ってい る状況 が伺 われた。
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表1名 刺管理の概況

分類方法

情報の更新

・名刺ホル ダー、名刺 ボ ックス、名刺箱 ・ケ ース
・電子手帳、 ワープロ、パ ソコン
・氏名の50音 順、業種別、 テー マ別情報の付加
・名刺 に記入(会 った 日付、会合の名称、会 った人

物 の趣味、人物 の寸評、重要度)
・そ の後会 った ときの情報付加(会 った日付 、会談

の 目的)

・定期的 に廃棄 する名刺 と廃棄 しない名刺 を分 けて

保存す る
・年賀状 を出す、出さないの判断 に使用 している
・よく連絡 をとる人だ けま とめて、持 ち歩 い て活用

してい る
・ワープロ、パソ コンは使 い勝手 が悪 い、入力 に手

間がかか る
・分類 については、分類不明 の場合 の処理が難 しい
・情報の更新 は手間暇 がかかる

・廃棄す る名刺 、残す名刺の基準づ くりが難 しい
・名刺情報 を蓄積 して も、 うま く活用す る方法が み

つ からない

(3)手 帳活用の まとめ

以上 みて きた ように、手 帳の活用 については、従来 どお りの手帳 を利用 し、

しか もスケジュール管理 の ための利 用が主であ る点が特徴 であ った。 このた

め、ス ケジュール管理の 目的か らす る と、従 来 の手帳 で充分 であ り、電子手

帳の利用 までには至 ってい ないことが伺われ る。 また、今 回のア ンケ ー ト調

査 をみるか ぎりは、手帳 に関 しての不 満や問題点 はあま りみ られず、 「年が

変 わるたびに住所録 な どを取 り替 える手 間が大変」 の不満 がみ られ ただけで

あ った。

手帳 に よるスケジ ュール管理 につい ては、現状 か ら見 る限 り回答 者 は、手

帳 を使 いこな し、それな りに管 理に役 立ててい るといえる。(表2)
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表2手 帳の活用の概況

・タイムの シス テム手帳、能率協会の手帳、 シン

クタンク発行の、会社の手帳
・電子手帳

・スケジュール管理の ため に活用 してい るのが大

半(1日 単位、1週 間単位、1か 月単位 な ど)
・住所録、備 忘録 と しても一部活用 してい る
・電子手帳 は入力 の手間がかか り不便 である(使

い慣れた従 来の手帳が使 いやすい)
・1年 ごとの更新 の ときに住所録 の取替 えが不便

であ る
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第2章 実例 を通 したサラリーマンのライフスタイルの変化

1.自 立 を求 め る サ ラ リー マ ン とラ イ フ ス タ イル

(1)仕 事面

企業 な ど組 織で働 く所謂 サ ラ リー マ ンに とってライ フサ イクルの基本

的枠 組 は、年功序列 制、終 身雇用制 、企業 別組合 が相場 であ った。勿論 、

これ らが企業経営 にとって も基盤 で あ る ことに相違 はない。 しか し、 サ

ラ リーマ ンに とって、企業 内で の階層 を一段 ずつ昇 り、社 会的 な地位 と

富 を得 ようとす る従 来 か らの基本 ス タイ ルは、そ の魅力 を徐 々に失 いつ

つある。

企業 に就職 す る学生 が、大企 業、 高給 与、安 定性 を以前 ほ ど志向 しな

くな った ことは、サ ラ リーマ ンの ラ イ フス タイルの変化 を予兆 させ る も

の といえ よう。大企 業 に入 れば、同期 の社 員 との熾烈 な出世競 争があ り、

高 い給 与 には厳 しい仕事 、あ るい は長 時間労働 があ るな ど、 自己の生活

の犠牲 を伴 うことが認 識 され て きたの であ ろう。 会社 に対 して 自身 を無

条件 に提供す る とい う姿 勢 は、依然 と して残 りはするが、近 い将来 は少

数派 に な りつ つあ るこ とが予見 され る。 すなわ ち、会社 よ りも、 自己 の

生活、信 条、 ライ フス タイル を大 切 にす るサ ラ リーマ ンの割合 が多 くな

る と考 えられる。選択肢が多様化 した と もいえ よう。

彼 らの企業 に対 す る考 え方 は、企 業 を 自己実現 の手段 とす る、換 言す

る と企 業 にお ける 自己 の仕事 を通 じて、 自己のス キル、経 験 を築 き上 げ

よう とす る姿勢 であ る。 その結果 が た とえ企 業 におけ る階層 を昇 り詰 め

るこ とにな らな くとも、 それ 自体 が必 ず しもサ ラ リーマ ン としての究極

的 な目標 であ りえな くなった現在 、 と くに意 に介 さないサ ラ リーマ ンが

現実 の姿 とな りつ つあ る。企 業 の 目標 で あ る利 潤 の追及 は、やや もす る

と社会 的 な行動 を逸 脱 して批 判 を浴 びた り、犯 罪者 と して社会 か ら葬 り

去 られ る結 果 になるの を 目の当 た りに して きた若 い世代 か ら見 れば、 こ

の様 な ライ フス タイルの選択は当然の 帰結 と言 うべ きであ ろ う。

ま して、大企 業の経営 者が スケ ジ ュール の消化 に追 われ て、 自己実現

はお ろか、家族 との時間 も取 れ ない現 実 を肌 で感 じる ようになる と、サ
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ラ リーマ ンの中にそれ を望 まない層 が増 えて くるこ とも当然である。

とはい うものの、 自己の生活 を安定 させ る収入の確保 もサ ラ リーマ ンに

とっては重 要 な 目標 の一 つであ る。 この基 盤が あ ってこその 自己実現 で

あ る とい う反論 があ って然 るべ きで もあ る。 しか し、バ ブル経 済が崩壊

した現在 、各企業 で は事 業の再構 築 に取 り組 んでい るさなかであ る。企

業 に とって最 も大 きな コス トで あ る人件費 の抑 制の ため 中高年 サ ラ リー

マ ンの勧 奨退職 、管理職 の希望 退職 な どが行 われ、戦後 の 日本 的経営 の

一つであったサラ リーマンの終身雇用制は揺 らいでいる
。

世界 的な コン ピュータ ・メー カーの 日本法 人では、新 たな中高年サ ラリ

ーマ ンの勧 奨退職 プログ ラムが発 足 した。予 め定め られた期 限内 に 自ら

が会社 の事 業 を支 援す る事業 をス ター トさせ て 自立す る とい うもの であ

る。 もとよ り、経 営環境 が厳 し くなった同社 の再構 築の一環 と して の方

針 で はあ るが 、 日本 企業 におい て も採 るべ き道 の一つ を示 してい る とも

言 え よう。50歳 を過 ぎて の再就 職 は、大学 を卒業 したばか りでの就職 と

は企業 の求 める資質が異 なるの は勿論、支 払 う給与 額 とい う点 で、企業

側 の収支 に も大 きく影響す る。

この ように、再就職す る側 と受 け入れ る側 との間には大 きなギ ャップが

存在 す る。 したが って 、同社 の ように独 立 して事業 を営 める ように、所

定期 間、 会社 がその独 立 準備 を支援 しよう とす るの も頷 けるのであ る。

ところが、 それまで企 業の仕事 を受動 的に こな して きたサ ラ リー マ ンが、

能動 的 に事 業 を運 営す るの は簡 単で はない。企業 内の キ ャリア ・プ ラン

を、入社 間 もない時期 か ら自己 の確立 を意識せ ず に過 ご して きたサ ラリ

ーマ ンに とって、直 ちに社外 で 生 かせ る専 門性 、人脈、 スキル を求 める

のは酷 と言 えるであ ろ う。

一方、そのサラ リーマ ンを雇用 する企業側 の人事戦 略に も、大 きな変革

が求め られている。定 年が延長 されて、60歳 定年が常識化 して きた現在 、

景気 の変動 に よって企 業側が40歳 代 、50歳 代 での早期退職 を求 め るとき、

企 業側 が単 なる事 業再構 築のみ に とどま らず 、その担 い手 たる社員 と企

業 との関係 を真剣 に見 直 さなけれ ば、従 来 よ り社 員の企業 に対 す る忠 誠
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心に依存 してきた企業経営は、たちまち活力が削がれて しまうであろう。

(2)企 業人

企業への就職がすなわち社会人への第一歩 と言われているが、実は企

業 という傘の下で保護された、条件付 きの社会人であったことに気付か

される。それは会社 を通 じての社会 との一面的な関わ りであった。通産

官僚であった堺屋太一氏の著作、 『団塊の世代』は10年 以上前 に書かれ

た近未来小説であるが、現在の環境 と対照させてみても、それほど違和

感は覚えない。 このオムニバス形式の小説はいずれ も団塊の世代 に焦点

を当てた ものであるが、企業に勤めるサ ラリーマンの将来像 を描いたも

のとも言えよう。すなわち、いずれのケースも会社人間が 自分 の勤務す

る会社から外 に出されるとい う、従来は存在 しなかったライフサイクル

を描いた点が衝撃的であった。

現在は団塊の世代が企業において中核的な管理職にある時代 になりつ

つあ り、その実像は小説 『団塊の世代』 に限 りな く近付 きつつある。 し

か し、その変化は、時々の景気に も左右 され、む しろ緩やかに推移 した

と言えよう。 したがって、サラリーマン達は自己の生活に投影する余裕

はあったにせ よ、その間に企業の担い手である管理職にもなった りして

お り、必ず しも自己のアイデンティティを確立するための行動 をとって

いたとは言えない。

(3)自 立化 をサポー トす るツール

サ ラ リーマ ンの 自立 は、本 来 その サ ラ リーマ ン自身の意識 に依存す る

もので はあ るが、到来 しつつ ある情報化 社会 で 自立す るため には、それ

な りのサ ポー トは必 要 であろ う。 一方 、企業 で培 って きたベ テ ラン ・サ

ラ リーマ ンの知識 や経験 を簡単 に捨象 して しまって は、社 会 の損 失で も

あ る。

これ らサ ラ リーマ ンをサ ポー トす る、或 い は企業 に とって も情報化社

会の求め る知 的 ノウハ ウを効 果的 に集約 す るツールが必 要 とされている。
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年 齢が上 が るにつ れて、パ ソ コン、 ワー プロ、FAXな ど情報機 器の活

用程 度 が低 くなるの はやむ を得 ない ところではあ るが 、個 々のニーズ を

救 うツー ル としては きわめ て有用 であ り、積 極的 に活用す るべ きで ある。

若 い世代 に とって も、企 業か らの 自立 を望 む場合 はこれ らの ツール は有

用 である。

人 的なネ ッ トワークは仕事 の上での繋が りのみ ならず、 自立のために も

社外 の ネ ッ トワー クが不 可欠 であ ろ う。一方 では、 これ を満 たす社会的

なツ ールの整備 も必要 とな る。 現在 、その端 緒 となる好例 はパ ソコン通

信 で あろ う。 わが 国では商用 のパ ソ コン通信 が、商用 のデ ー タベ ース と

リンク して 、 ビジ ネス情 報 な どを提供 しつ つあ るが 、その広 が りは未 だ

限界 があ る。草 の根 ネ ッ トワー ク も無 数 に存在 す るが、娯 楽あ るいはそ

の 延長 に過 ぎな い もの が多 い。 文字 で伝 え られ る情 報 に限 られ る点 で

も、現在 の パ ソコ ン通信 では利 用範 囲 の限界があ る。 また、パ ソコ ン通

信 はその用 途が オー ルラ ウン ドであ るため、利用者側 の質 も玉石混 渚で

あ る。社会 的 なツー ル と して定 着す るため には、 よ り専 門化 した分 野の

ネ ッ トワーク を運営す るオペ レータの誕生 が望 まれてい る。

(4)家 庭 面

家庭 にお ける家族 同士の コミュニケーシ ョンは、ひ ところの一家族構成

員数 が急速 に減少 す る核家 族化 か ら、 む しろ三世代住 宅 な ど、世代 間の

同居 を望 む方向へ戻 る傾 向が見 られ る。 また、サ ラ リーマ ン家庭 では子

供 の教育 を最重 要視す る こ とか ら、大都市 で は単 身赴任 な ど単 身者 世帯

が増 加 す る傾 向 もあ る。親子 、夫婦 間の コ ミュニケ ーシ ョンは、子 供の

躾iなど生活の基本 的 な要素 を考慮す る と、facetofaceの コミュニケーシ ョ

ンが最 も望 ま しい と考え られている。

しか し、種 々の理 由か ら一時的な家族 の散逸 を免 れない とすれ ば、それ

をサポ ー トす るツールが望 まれる。 企業 の中 には、単身家族 世帯 に限定

して、 テ レビ電話 を無償 で貸 与 する ところもある。 しか し、当初の使用

の新 鮮 さが失 われ る と、いつ の間 にか 放榔 されてい る。 人 と接す る際 に
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得 られ る感覚 的 な情報 が テ レビ電話 で は得 に くい、 また、様 々な コ ミュ

ニケーシ ョン上の障害 ともいうべ き煩わ しさが伴 うか らであ ろう。

(5)テ レコミューティング

現在 の東京 圏の過密化 は、 さ らに一層 の住 環境 の悪化 を招 いてい る。

これが家庭 にお ける家 族 のふれ あい に影響 を及 ぼ さない訳 が ない。 よ り

自然 があ り、広い住 居 を望 め ば都心 か ら50、60km離 れた郊外 に居 を移 さざ

る を得 ない。 当然 、通勤 時間 は2時 間 を超 え、家族 と共 に過す 時 間は削

られ て しま う。一方 、大都 市の利 便性 を求め、通 勤時間 を短 く しようと

す れ ば、 きわめ て劣悪 な住居 と住 環境 を耐 え忍 ば なけれ ばな らな い。幼

い子供 の成 長過程 では、郊外 の 自然 とふ れあ う環 境、 また親子 が共 に過

す 時間が重要であ るこ とは言 うまで もない。

ホー ム ・オ フィス 、サ テ ライ ト ・オフ ィスな どのテ レコ ミュー テ ィン

グは そ う した矛盾 を解 決 す る一 つの方 策であ ろ う。その採用 には企 業 の

決 断が必 要であ り、 また、そ れ をサ ポー トす る情 報通信 機器 、 ソ フ トウ

ェア、社会 的 なイ ンフラの整 備 が不可欠 であ る。様 々な実験 が行 われ、

企 業活動 の全 て をテ レコ ミューテ ィングで分散化 す る事 は困難 で あ るこ

とが 明白にな りつつあ るが、既 述 した企 業 とサ ラ リーマ ンの関係 を見 直

す上 で、企 業側 が コス ト ・ア ップを回避 して、有 為な人材 を確保 す る手

段 と して評価 されるべ きで あろ う。

(6)社 会生活面

サ ラ リーマ ンが真 の社会 人 と して 自立す るため には、企業 内あ るいは

仕事 を通 じての付 き合 い とい う枠 を超 え る必要 が ある。社 会 との接点 が

企業 のみ とい うので は、そ の範 囲 は、あ ま りに も狭い。 家族 、親戚 、企

業、学校 時代 の友人、企 業 での仕事 を通 じての企業外 サ ラ リー マ ン との

付 き合 い。いずれ も限 られた ものであ ろう。

と りわけ、サ ラ リーマ ン一般 の地域 の住民 との付 き合 いは、 きわめて

希薄 であ る。 自分が居住 す る地域 で起 きた出来 事 でさえ耳 に入 らない。

21



第2章 実例を通したサラリーマンのライフスタイルの変化

ケーブルテ レビなどの地域に密着 した新 しいメディアが存在す るが、コ

ミュニティの情報通信手段 としてはまだまだ未成熟である。地域の情報

提供 はほんの添え物で、商業的に成立する多チャンネル化な どの娯楽面

に重点が置かれている場合が多 い。ネッ トワークのハー ドウェアは、技

術の進展で商品化が進 んでいるが、利用技術面では遅れが目立つ。地域

の活性化 とい う大きな命題 を抱 える自治体 にとって、情報通信インフラ、

しか もハー ドのみならず、その利用面 を主とする運営面に力 を注 ぐべ き

時期が到来 している。知的な活動 を継続するためには、視野の異 なった

人々 との交流が不可欠であり、地域 はその一翼を担 う宝庫であるにもか

かわらず、適切な手段 とオペレータを欠いているのが現状 と言える。

(7)健 康面

近年は食糧事情の豊かさを反映 して、飽食の時代 と言われている。一方

で、成人病予 防、健康管理に対す る人々の関心は高 まっている。カロリ

ーの過剰摂取 は、長期化すると循環器系の疾患につなが り、若い時代か

らの摂生の重要性が認識 されるようになった。このニーズに呼応 して、

ジ ョギング、ダイエッ ト、健康食品な どのブームがあ り、そ して近年で

はスポーツ ・クラブの商業化が軌道に乗るようになった。

一方
、企業では社員の定期健康 診断、人間 ドックなどの健康管理に力 を

入れるようになっている。健康維持 には日常の運動、食生活がキーポイ

ン トではあるが、万一病気になった場合の医療面、つまり医療体制に対

する危惧は誰 しも持っている。それまで健康 であった人が、医者の診断

を受けに病院に行くには決 して低いとはいえないハー ドルが存在する。

精神衛生上の健康管理 もまた大 きな課題である。ス トレスが健康面に及

ぼす影響は、未知の部分 が多い とはいえ、欝病や突然死などの現代病 と

は無関係ではないであろう。 しか し、カウンセラーなど精神医療の体制

はきわめて貧弱である。医療 に関するカウンセリング、 日常の健康診断

を家庭で行えるような体制が望まれる所以である。血圧測定などの簡単

なデータであれば、すでに市販 されている商品で行えるが、それだけで
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満足で きるものではない。専門家である医師の判断を家庭で受けたい と

するニーズは確実に存在 しよう。

(8)ハ イパ ーネ ッ トワーキ ング社会

企 業 におい てはす で にダ ウンサ イジン グ ・ブー ムの影響 で、LANと

い う形 でパ ソ コン ・レベ ルでの情報資源 の統合化 が推 進 されつつ あ る
。

また、LAN相 互 の接 続 も様 々 な形態 で試み られ ている ところで ある。

企業 相互 の ネ ッ トワー クが接続 されて、 コス ト、 場所 を超 越 して売上 、

利益 を増加 させ るこ とがその 目的であ る。

金融、 サー ビス な どのネ ッ トワークはわれわれに 図 り知 れない利便 性、

効率性 を提供 しては くれるが、 われわれ のニーズ には合 理性 の追求 に整

合 しない もの も多 い。人 間相 互の交流 な どはその典型 的な例 であ ろ う。

また、創 造的 な活 動 もその例 であ ろ う。 この よ うな場面 に おいて も適切

な支 援 が コス ト、場所 を超越 して得 られ るネ ッ トワークが求め られ てい

る。そ の姿が、ハ イパーネ ッ トワーキング社会 であ る。

2.自 立 を求 め るサ ラ リーマンの実例

以下 は、 自立 を求 めるサ ラ リーマ ンの 実例 と して、各人 に生活 の現状

と今後 の考 え方 をイ ンタビュー形式で報告す るものであ る。

(1)実 例1(Fの 場合)

①仕 事面での現状 と将来 ビジ ョン

・現状 のポジシ ョン/立 場

九 州の地場 建 設会社 か ら出向 で新 設 の公益 法 人(ハ イパ ーネ ッ ト

ワーク社会研 究所)の 開設 スタッフへ移行 中である。

・現在 までの キ ャリアパ ス

総 合建 設会社 の事務 部 門ス タッフ、現場管 理、 一線 営 業 までい わ

ゆ るゼネ コンのス タッフ業務 はひ ととお りこな してきた。
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・将来の ビジ ョン

当面 は新規 プロジ ェク ト(ハ イパ ー研)に 全力 をそそ ぎ、数年後、

軌道にのった ところで、出向元 に復帰す るか、そのまま居残 るか、 ま

った く異 なる方面 をめ ざす ことになるか はい まの ところ未定であ る。

・そこでの価値観(何 を大事 と思い仕事 に取 り組むか)

ホームエ リアを ドメイン とす る通信 ネ ッ トワーク事業の構築 にあた

って、 これまで軽視 されて きたユ ーザーの視点 を尊重 したシステムづ

くりと、 日常感覚 を とりい れたネ ッ トワーク環境の整備 の指導 に取 り

組みたい と考 えている。

・具体的 な将来の仕事 のイメージ

ハ イパー ネッ トワークに関わるあ らゆ る現象 の分析 と今後の予測、

具体的 にはコンサル タン トとシス テム設計の境界分野 になるのか も し

れない。

・そ こで必 要 とされ る情報機 器

5年 先は正直言 ってまった くわか らない。私 自身は今の ワークステ

ーシ ョン+画 像処理機器 レベルの もの を使 っているだ ろう し、エン ド

ユーザーの平均 はやは りハ イエ ン ドパ ソコン、またPCS(パ ーソナ

ル コミュニ ケーシ ョンシステム)の ような もの も出て きてい るだろう。

・自分 と情報面での社会 インフラ等 との関わ り

まさにそのあ た りの現状分析 と将来設計 を行 うわけだが、端 的にい

えばと くに制度面 での不備 と全体 ビジ ョンが根本的 に問題 で、当面 そ

のへ んを重点的に攻 めてい くことにな るであろう。

・その他仕事 について

まった く新 しい組織 を立 ち上げ るので山の ような雑用 があ り、 とく

にこの面 におい ては情報 シス テムがほ とんど役 にたたないこ とを痛感

してい る。知識処理 にいささかで も携 わる人達のネ ッ トへ の参加が一

日も速か らんことを願 っている。

②家庭生活面での現状 と将来ビジョン
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・現在 の家庭状 況

妻一人 子供二 人 、絵 に書 いた よ うに典型 的 な都 会の サ ラ リーマ ン

家庭ですな。

・将来予想 され る家庭 状況

家 で い ろい ろな知 的作 業 を可 能 にす る環境 作 りをす る。 そ うい う

質問で は ないのか な?ま 、(実 際 そ んな もの があ るの か知 りませ ん

が)普 通 の家庭 です。

・どの ような暮 ら し向 きを したいか

地道 な暮 ら し、 モノに溺 れず 、 中身 を評価 で きるよ うな くら しを

したい。

・子供 とどう接 してい るか、将来 どう したいか

まだ小 さい(4歳 と0歳)の で接 す る もな に もないが 、F家 は 自

由放任 、 や りたい放題 がモ ッ トーで責任 も自分 で と りな さい です。

それで は無 責任 と言 われ た りもす るが、 ます ます 変化 の激 しくな る

将 来、特 定の価値 観 だけ を押 し付 けるの は子供 の将来 に とってけ っ

してプラス にな らないだろ うとい う信念 に基づ いてい ます。

・どんな家が いいか、 そこで は どんな情報機器類が入 っているか

これ は むつか しい、 で きれ ば情 報機器 はオー ルイ ンワンの1台 で

あって欲 しいが 、過渡期 はむ つか しいで しようね … あ ま りけば

いのや お どろお どう しいの は勘 弁 して ほ しい、昔 の ライティ ング ビ

ューロ ー ぐらい が私 の具体 的 な イメー ジです 。 む しろ近 くにコン ビ

ニエ ンスや 図書館 、書店が あるほ うが余程いい です ね。

・家 庭や親戚 間での コミュニ ケー シ ョンの ための イ ンフラは どうなっ

ていた らいいか

さて、 これは現 状の電話 と郵 政省 メー ルで充分 な気 が します。生

活 時間帯 が異 なる人 が若干含 まれ るので、家庭 用 の フ ァクシ ミリや

留 守番 電話 が もう少 し普 及 して使 い易 くなる といい んで しよ うが、

あま りこ うい った血縁 的な フ ァクター は次第 に生活 面 での シェア を

落 してい くと思 うのですが?
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・その他

家庭 をひ とつのパ フォーマ ンスステージにで きる ような仕組 を考 え

られた らい いです ね、地道 に暮 ら していて も何 か人 に示 したいモノが

あって、そ う したもの を気負 わず にパ フォーマ ンスで きるような コ ミ

ュニティが理想です。

③社会生活面での現状 と将来ビジ ョン

・現在 どの ような人脈や交友関係などをもっているか

手帳の住所録の分類 は

建設会社

得意先

同業者

社内

その他仕事に関する社外活動の知合い

大学

ネットワーク(こ の領域が肥大化 して仕事にな りつつある)

コアラ

その他(主 にパソコン通信業界)

会合

SAS

いろいろな会

いろいろな委員会

友人

主に同窓関係

親戚

妻の関係

妻の友人

ご近所

・それはどのように築いてきたものか
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か ける時間 に比例 して人脈 は広 が って い った、 そ うい った意味で

は積極 的 に築 かれ た もの では ない し、嗜好 や性格 な どが片 よって い

るの か も しれ ない。 しか しパ ソコ ン通信 を してい る とほ ん とに世の

中 は広 い とい うかい ろい ろな人 が いる もの だ と感 心 してい る。そ う

い う意味で コン ピュー タネッ トの広が りに期待 している。

・将来 はどの ように してい きたい と思 ってい るか

【常時の付 き合 い】

これ は同 じ仕事 や仕 事 以外 で もプ ロジ ェ ク トを起 こ して付 き合 っ

て い く しか ないので はないか 、 そ うい った意昧 で なにか共 同 して事

業 と迄 はいか ない まで も、い ろ んな活 動 を してい くこ とは重 要であ

ろ う。

【随時の付 き合 い】

発 想の異 な る人 とた まに討議 す る こと も必 須 であ る。高遇 な議論

か ら下 世話 なネ タにい た るまであ れ これ と網 を広 げ てお きたい。 し

か しとくに飲 む と時間 をとられて いけない 、東京 は人 はだ くさんい

るが会 って飲 んで帰 る と翌 日に まで影響 を及 ぼす のは やや考 え もの

であ る … 何 かいい方法 はない ものか … 。

【消息確認】

年 賀状以外 に も郵政省 メー ル を もうち よっ と活用 したい … 個

人ニ ュース レター とい った もの を習慣 づ ける とい うの は どうだろ う

か

・人 とのつ なが りとい った点で もっ とこ う してい きたい とい う点 は何

か

ど うして も とこ とん付 き合 うか、 まった くお付 き合 い を しないか

とい う両極 にな りが ちなの は人の常 であ ろ うか。そ う したあ た りで

「仕事 の上 の付 き合 い」 という の はけ っこ うわか りやすい。仕事 以

外 に もこ う した分 離性 の よい付 き合 い方が考 え られ そ うな ものだが

実 際はなかなかむつか しい。

・そ う した将 来 ビジ ョン・にて ら して
、 どの よ うな情報機 器類 があ れば
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いい と うか

ま、 なんで もあればよい とい うか、パ ソコンのお化 けみ たいのや ら、

テ レビになにか操作盤がついた もの とか、高機能 な電子手帳、ゲーム

機 にいたるまで その人の生活 で一番使 いやすい もの であ っていいが、

(こ こが重要)そ れ らが互いに リンクで きるネ ッ トワークで繋が るよ

うになる とい うのがポイン トで しょう。

・その ような情報機器類や情報イン フラがあれば、 どの ような未来 の交

友関 係人脈 を築 ける と思 うか

しか し、現状 以上に人付 き合 いに時 間 を割 け るわけではな く、要 は

選択肢 が広 が る … そこそこの付 き合 いが可 能にな る、 「地域上 の

お付 き合い」 とか、なにかそうい った幅の広 い人付 き合 い を可 能に し

て くれ る機 器 と雰囲気 が必要な ように思い ます。そのため には使 いや

すい情報 ツー ル とお互いに違 った情報 ツール同士 をうま くリンケージ

して くれる ような情報 インフラが必要 だ と思 ってい ます。

・ボラ ンテ ィア活動等 の社会へ対 しての働 きかけの活動 は何 か行 ってい

るか と くに行 っていませ ん。

・そ う した事 にたい して どの ような考 えを もってい るか

ボ ランティア活動 とわざわざ唱える ような活動 は好 きではない、個

人の レベルでで きることは概ねや るように してい る。組織 でない とで

きない こ とは、全員 がボ ランティアとい う組織形態では極 めてむつか

しい こ とをあ ちこちで実感 してい る。中核 には仕事かあ るいは同様 な

使 命感 を持つ コアメンバーが必須 なはずで、そのあた りの方法論 が き

ちん とで きていない とこう した組織の維持 は難 しい。 しか し、そ う し

た組織 が、 これまた私 自身の好み ではないので、結果 としてこの よう

な活動 か ら遠 ざける結果 となっている。 しっか りしたコアメンバー と

それ を支える中核 、シンパ と しての理解者 が うま くか らみあってい る

ような組織 があればお 目にかか りたい ものだ。

・情報 機器類 との関連 で将来 ビジ ョンと して何 か考 える ことがあるか

こう した ぐじゃぐじゃした人間関係 にたい し、 とくに知的生産活動
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におい ては、従 来 の方 法論 を打破 で きる可 能性 があ る よ うに思 う。

そ う したふ たつの意味 で のネ ッ トワー クの重 な る活動 を考 えてい る

の だが、その前提 としての情報 イ ンフラが必 要だ と切 に思 う。

④ 健康 面での現状 と将来 ビジ ョン

・現在 どの ような状況 か

と くになに もな し。 だか ら、 健康 か とい うとそ うい うわけで はな

いo

・健 康 を維持 し体力 をつ け る とい った ような何 か健康面 での活動 を し

ているか

とくにな に もしていない、つ とめて歩 くように してい るぐらい。

・将来的 には どの ように考 えてい るか

このま まで は将来 ドン と くる恐 れがあ るの で何 か しない とい けな

いが、やっ ぱ りな にも しないのだ ろうな。

・医療 面の社会 イン フラの ことな ども含め て、 自分 の健康 と情報機 器

あ るいは社 会 の情 報 イ ン フラ とい った事 との関連 で何 か イメージで

きることかあるか

医者が必 ず しも近 くにい る こ とはないが、 ヘ ルス コ ンサル タ ン ト

の ような職 業 はあ っていい と思 う し、 これ か ら出て くるだろ う。法

律 で医療行 為 が対 面診療 に限 られ てい るの は問題 、オ ンライ ン診療

がで きる ような法 改正 が必要 で しょう。そ の他 画像 伝送 はひ よっ と

した ら医療分野が いちばん進 んでい くか も しれ ませ ん。

・家族 の健康 といった事 を考 えて何 か思 う ところが あるか

心 の健康 を心が けてお けば、 なにが起 きて も大丈夫(た ぶん)。

⑤精神面、生活信条面での現状 と将来ビジョン

・何 を生 きる上での重要な事項 として生きているか、生活信条は

平常心、好奇心。生活信条は日々平穏であればよし、ただ物好 き

な性分は押え難 くつい首をつっこんで しまうのがいけませんね。
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・そ う した考 えに至 った経緯があればそれは何 か

ふ むむ、 ま、人 との接触体 験、その他先 人の智 恵な どなので しよう

か?

・その信 条 に照 ら して、現状 はどうか

ですか ら、つい深 く関 わって しまって往 生す るとい うこ とが じつに

多いのです。 ネッ トワークは気楽 な部分 もあ って(も ちろん リアル ワ

ール ド同様 にシビアな部分 もあ る)な かなか気 にい ってい ます。

・宗教 などに関 しての接点 があ るか

そ うです ね、むか し仏典 を読み あさった体 験が底深 く反映 してい る

か もしれませ んね。

・上記 の ような点 と、情報機器 や情報社会の発達 とい ったこ とに関 して

何 か あればお答 えいただ きたい

サ イバ ースペ ース とリアル ワール ドの リンケージが今後 どう生活 に

関 わって くるかす ご く興味 があ ります。

・精神 生活面 では どの ような社会 の将来 ビジ ョンを望 ま しい と思 うか

ひ とつ に多様性 を重 ん じる。 ただ し、個 性 を尊重で はな く共生 とい

ったある種東洋的 な感性 で考 えています。

・それ と情報社会 はどう関わ って くるか

思考 の変化 はシス テムに当然反映す るはず 、その逆 もあるはず で、

そ うした変化 をうま くとらえてい きたいが、実際 はむつか しいで しよ

うね。

・その他 、精神 、生活信条関連 の諸 々

多 くの人 が21世 紀 は宗教 の世紀 とみな しています が、私 も精神 世界

の部分 の影響 がます ます大 き くな るもの と思 い ます。

⑥娯楽教養面での現状 と将来ビジョン

・何が趣味か、その現状は、また将来ビジ ョンは

まず、娯楽と教養を同列にみることに異論があ ります。本来教養と

は辛 く孤独な求道のものだと考えています。ま、そうした議論はおい
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といて私 自身の趣 昧 とい う と … い まは、 そ うい えば何 もや って

い ませ んね。 ネ ッ トワー クへ の書 き込 みが い ま楽 しみ とい うか、 い

きが いの ようにな ってい るこ とは確 か ですが 、そ うこ うしてい る と

す ぐに管理 運営 の問題 が出て きて、 そ の書 き込 み もで きな くな る と

い うジ レンマはあ りますね。

・どの ような面で楽 しみ を自分 に与 えてい こうと思 ってい るか

楽 しみ な のだか ら、 楽 しめば よい わけ で、で きるか ぎ り負担 を感

じない よ うなモ ノが よい。 そ んな質問 で はな いのか な?と もか く精

神 面での楽 しみですな。

・そ う した点 と情 報機器類 の発 達や情 報 イン フラの整備 とか関わ って

くる、あ るいは何 か期待す る ところがあるか

これは、 これか らの活動 の メイ ンテー マな わけですが、現状 は ま

だ ビジ ョン を示す とい うよ りは、現状 の 問題点の整 理が まず先 で し

よ う。そ もそ もこ う したユーザ ー レベル での議論 の場 が極 め て限 ら

れ ている こ と自体 が問題 です し、 そ う したあ た りか ら攻 めて い きた

い と思ってい ます。

・自己を成 長 させるための 自己啓発 とい った分野 に関心 はあるか

あま りないです ねえ。

・そ う した観点 と情報機器類 との関連 でイ メー ジで きるこ とがあるか

なんかあ や しげな 自己啓発 ソ フ トな る ものが続 々 と出 て きそ うな

予 感 は しますが 、ユー ザー もアホ では あ りませ んか ら売 れないで し

ようね。 ネ ッ トのおか げでソ フ トは一般 に売 れる もの と、特定 のユ

ーザー層 に受 け入 れ られる もの
、 そ してま った く売 れない もの とが

は っき りして きてい ます。 また ネ ッ トワー クその ものが世間 と同 じ

くきび しい 自己啓発 の場 ではないか と思 っています。

・その他娯 楽教 養関連 の諸 々

最 近大学 など とい う所 に係 わ ってい る おかげでい わゆる知 識 人 と

言 われ る人達 とのお付 き合 い がで きま したが 、知識 で飯 を食 ってい

る、あ るい は食 お うと思 って い る人達 はか な り早 く、 それこそ十代
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からそうした心構 えができているわけで、その蓄積最たるや半端なも

のではありません。そ うした レベルと趣昧としての知識教養 とはたい

そうなギャップがあるなと感 じている次第です。(も っとも専門外の

話は別ですが)

(2)実 例2(Aの 場 合)

① 仕事面 での現状 と将来 ビジ ョン(立 場/キ ャ リアパス/価 値 観)

【立場】

・現在36才 、会社 の中では実働部隊の 中堅であ る。営業開発的な業務 を

担当 してい るため不況 にな って も仕事が忙 しい。従来のや り方では客

先 の満足 を得 られ ない ため、仕事 のや り方 は試行錯誤 であ る。50代 以

上 の幹部 クラス には世の中の動 き、客先が求め ている仕事の内容につ

いて理解 で きない人達 が多い。昔なが らのや り方 に立脚 した指示や意

見 が多 く、 もはや手 を動か さな くな った彼 らは企業 の中で無用の長物

と化 している。彼 らに一番不得手な ことは企画す る能力 である。一か

ら始め るための企 画作成 や実施項 目、スケ ジュール管理が理解 できな

い ら しい。恐 ら く、若い頃は仕事 を消化 す るだけで精一杯 であったか

らであ ろう。

・自分 の個性 は、 なんで も一応対応 で きる とい うこ とである。特別専門

分野 を持つ わけで はないので仕事 の領域 が決ま らない。逆 に、専門の

人間がいない仕事 が回って くることが多 い。 トップの原稿書 き、事業

計画、マーケテ ィング、コンセ企画、 タス クフォース型の プロジェク

トでは調整役 、場合 によっては リーダー的 にグルー プを引 っ張 ること

もあ る。

【キャ リアパス】

・会社 の中で技術職 でいて専門 を持 たない ことは辛 い。 しか し、専門を

持 つこ とである限定 された領域 の仕事 しか担 当で きない ということも

つま らない。私 は、なんにでも対応 で きるマルチエ ンジニアでいたい

と感 じている。 どんな技術 の話で も一応 理解で きる。 さらに専門的な
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話 は誰 に相談 すれ ばいい かわ かる。社会 の動 きや他 産業 の実態 に精

通 して、 それ らの情報 を企 画 に反 映 し、普通のエ ンジ ニアで は思 い

つか ない発想 や情報 を組織 の 中に入れ込 む。そ んな人物像 を 日頃 目

指 してい る。 自分 の 目指 したい キ ャ リアパ ス と会社 が求 め るキ ャ リ

アパ ス(専 門性 の 開拓)に は隔た りがあ る。 自分流 に は、依頼 され

た仕事 は断 らず 、 なんで も対応 す る。そ れに よって、新 しいス キル

の開発 、情 報の 蓄積、人 材 ネ ッ トワー クの拡 充 を どん どん強化 す る

こ とである。

・会社 が求 め るキ ャ リアパ ス につい ては関心が ほ とん どない。 自分 の

や り方 が結 果 と して会社 のため になる とい う強い信 念 を持 ってい る。

そればか りでな く、新 しい人材 開発の あ り方 を会社 に示 してあげ た

い とさえ感 じてい る。

【価値観 】

・会社 のた めに 自分 を犠 牲 にす る気持 ちな どない。ハ ッキ リ言 えない

が、 どち らか と言 えば会 社 とい う場 を活 か して社会 の役 に立 ちたい

と思 ってい る。職 場の 人 はそのた めのパ ー トナーで あ り、競 争や 口

論 は した くない。 会社 の人達 も社 会 の一員で あ る。 む しろ社 会の た

めに彼 らと気 持 ち よく働 きたいと思 う。

・自分 には出世欲 があ ま りない。 上司 の言 うこ とに絶対 服従 で、 そ の

ために部下 を徹 底 的に使 う人達 を目の 当た りに見 て きた。 そ うはな

りた くない。 そ んなや り方 がい つ まで も続 くとは思 えない。結 果 と

して出世 した時 に、 自分流 のや り方が正 しか った と確 認す る程 度 に

しか考 えていな い。 どこまで上 にい って も上 司 はい る もの で、上下

関係 の縛 りは逃れ られない。

【情報 ・手段 】

・以 上 の ような仕 事 のス タイ ル を 目指 して いる ので
、情 報 と言 え ば

「ネ ッ トワー ク」 であ る。社 内、社外 問 わず 多 くの人 との コ ミュニ

ケー シ ョンが大 切 であ る。誰 で も知 っている人脈 では価値 が ない。

少 な くとも仕 事 を介 さない人脈 を開拓 してい くこ とが必 要であ る。
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「SAS」 は もともとそ うい った 目的で参加 したわけではないが、 いろ

い ろな人材 や意見 に遭遇 し、大 い に自分の肥 や しにな った ことか ら逆

に上記の ような考 えが 自ず と育 ってい った とい うのが本音 であ る。

・情 報 システムで言 えば、日経テ レコムの ようなデー タベース を活用 し、

時間のない中で担当す る領域(市 場、技術)の 概況 を判断するため に

よ く利用 している。肝 心 なところはやは り見学や ヒア リングになる。

・さまざまなネ ッ トワー クを活用す ることも考 えてい るが、 コン ピュー

タに弱い とい う先入観 と時間がない とい う都 合のいい言い訳 か ら実現

で きていないのが現状 であ る。

② 家庭生活面での現状 と将来 ビジ ョン(現 在 状況/教 育/親 戚/扶 助)

【家庭 ・現況】

・家族 は、妻 と子供二人(小2と 五 才)、 妻の親 と妹 と同居 してい る。

家族 は7人 。

・親 は、子供 に とって 「社会 を見通 す鏡 」であ る と思 ってい る。家 の中

で会社の話題 や社会の話 をする ことはいけ ないと感 じていない。子供

に とって無意識 に会社 や社 会 を知 って も らうこ とこそ親の役 目で あ

る。

・家の 中では、子供 に厳 しい妻 と優 しい祖 父母 の対 立が しば しば起 こっ

てい る。子供 の しつ けであ る。 どちらの言い分 にもそれ相応 の理 由が

あ るわ けで判 断に困ることが多 い。子供 に対 して親 の意見 は一つ をモ

ッ トーに してい きたいが、 なかなか上手 くいか ない。

・毎年一度、家族 と大型旅行 に出掛 けるこ とに してい る。子供 の成長 を

確認す る場 になってい る。小2の 娘は出掛 けた先で一番早 くいろいろ

な情報 を持 って くる。あ そこに何 があ るな ど … 。

【教育 】

・毎 日の ように子供 にダイ レク トメールが届 く。 「只今、無料 でお子様

の学 カテス ト実施 中」 な ど。

・子供 に とって受験 地獄 がいいことではない、 と思 って もそれ に流 され
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るこ とに な りそ うな気 配 を感 じて いる。 もっ と遊 ばせ てあ げたい と

思 って も、友 達が みん な塾 で は友 達 も塾 へ いかな い とで きない。 自

分が勉 強 を見 てあ げ よ うと思 って も時 間が充分 に とれ ない し、む し

ろ昔の勉 強方法 で は通用 しな い と言わ れ る と自信 が もて な くな って

しま う。

・せめ て、教養 や人 との接 し方、 思いや りな どを休 日一緒 にい る こと

でな ん とか体得 して も らお う とい うの が精 一杯 であ る。教 育 の問題

は社 会 の問題 と して捉 えて早 期解 決の方 向へ と向か ってい くこ とを

切 に願 う毎 日である。

・子供 に ファ ミコ ンはや らせ てい ない。私 が、家 で ワープロ をたたい

ている と異様 にキー ボー ドに興 味 を示 す5才 の子供 が カーソル を動

か しなが ら画面上 に絵 を書 いている。

・特 にパ ソ コンネ ッ トワー ク を行 っていな いので、私 が家 で行 うこ と

はワー プロで原稿 書 きであ る。

③社会 生活 面での現状 と将来 ビジ ョン(交 流 ・人脈/社 会参加)

【交流 】

・ 「SAS」 では異業種 の人達 との コ ミュニ ケーシ ョン開発
、 自己啓

発(社 会状況 に対 す る鋭 い指摘や考 え方)の 場 であ る。古 い友 達は、

心 か らの親友 であ る。 親友 と付 き合 う上 で 目的 な どない。 一緒 にい

るだけで楽 しい。

・大学、高 校時代 の幹事 を受 けて い る。 去年 、17年 ぶ りに高校 時代 の

学年 同窓会 を開催 した。非常 に楽 しか った。参加者160名 。 これ を機

会 に、 オ リン ピック(夏/冬)の 年 に毎 回行 うこ とに した(隔 年)。

次 回は平成6年6月26日(土)と 決ま ってい る。準備 会 としての事

前の幹 事会 が特 に面 白い。み ん な苦労 してい る し、勇気付 け られる

ことが多い。

・地域 との コミュニケー シ ョンで は、高校 時代 の ネ ッ トワー ク、 スポ

ーツク ラブを介 した交流が生 まれつつあ る
。
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・社会参加 、 と りわけボ ランテ ィア活動 は目下行 ってい ない。な にか し

たい と思 っているが、行動が伴 っていない。時間 に余裕 がない ことが

一番大 きい理 由か も しれない。 やる気 がな いか ら、 と言 われればそれ

までだが。

④ 健康面での現状 と将 来 ビジ ョン(維 持/医 療制度)

・最近、家 の近 くのスポーツク ラブに通 っている。週 に1、2度 出掛 け

る。主に週末。 内容 はバイク と水泳 である。 きっか けは、子供がスイ

ミング プールに通 ってお り、待 ち時 間が勿体 ない と思 って自分 も汗 を

か くことに したか らである。

・40才 までの4年 間に体 の再整備 を行 ってお きたい と思 う。これが私 の

現在の キー ワー ドであ る。泳 ぎも上手 くな りたい し、持 久力 を もっと

高 めたい。努力の結果が現れつつあ り、効 果があれば さらに自己啓発

に も力が人 る。

・週末子供 も一緒 に泳 げる時 間があ るので コミュニケー シ ョンの一環に

もなっている。

⑤ 精神 面、生活信 条面 での現状 と将来 ビジ ョン(思 考経 緯/宗 教)

【信条】

・私の信条 は、1)「 色即是 空、空即是色」、2)「 泣い て も一 日、笑 っ

て も一 日」、3)「 己 を知 る」 の3つ 。1)に ついては無欲で精 一杯努

力す るこ と。結果 は後か ら付 いて くる。 も し結果が でな くて も、 自分

のスキル アップに必 ず役 に立 っている筈 。2)に つ いて は、 どうせ や

るな ら楽 しくしたい というこ とで、仕事 もや らされている という受け

身 よりも、 やってあげている、 だか ら多少の失敗 も覚悟 の上 といった

ように幾分 楽観 的 に考 えて楽 しくや ってい く。3)は 、 自分 はあ くま

で も裏 方に徹 して 目立 ってはいけない。す ぐ調子に乗 る性格であるこ

とを知 ってい る。猿歳 である 自分 は小 さい頃か ら「猿 も木か ら落ちる」

とい う諺が耳 にこび りついている。 自惚 れや 自己満足 は最 も危 険で、
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完全 な人 間な どい ない。な んの と りえ もない 自分 は人 さまか ら教 え

て戴 い て勉 強す るわ けで、人 の話 を聴 か な くな っては 自分 自身 の成

長 が な くな って しま う。 自分 にで き る限界 を知 る こ とが基 本 で あ

る … とい うこ と。

【宗教】

・特 にな い。最近 、実家 のお墓 の改築 でお寺 さんや石屋 、親 戚 との付

き合 いが あ る。 お墓 ひ とつ か らい ろい ろ と学ぶ ことが多 い。 親戚 付

き合 い も活発 にな っている。相手 は60代 で あるが、昔 の話 が聴 けた

りで勉 強 にな る。 子供 も一緒 にお寺 に連 れ てい く。棺 の出 し入れ を

見せ た り、 お墓の で きる経 過 を見 せ た り、 しつけの一環 と してい ろ

い ろな場 面 を見 せてお きたい と思 っている。

⑥ 娯楽教養 面での現状 と将来 ビジ ョン(趣 味/自 己啓発)

【趣 味/自 己啓発 】

・特 にない。 目下、持 久力 をつ けるた めにス ポーツク ラブに通 うこと

くらいか。

・あ えて言 うな らば、家庭、 地域社 会、会社 、社会 に対 して 自分 な り

の接 し方 、マ イ ン ドを持 って いる。言葉 にす るこ とが難 しい が、 そ

れ らは独 立 して存 在 す るわけで な く、 日々の行 動 に活 か さ な くては

な らない共通 した理念があ る。 カッコ よくいえば、感謝 の心 であ り、

何時で もどこで も日々精一杯 生 きてい るこ とであ る。

(3)実 例3(Sの 場 合)

①仕事面で の現状 と将来 ビジ ョン

・現在の ポジシ ョン、立場

(株)志 木 サ テ ライ トオ フィス ・ビジ ネスセ ンター代表 取締役 で、P

Iサ ポー ト研究所 の所 長 を している。

・現在 まで のキャ リアパス

大学 院で建 築史 を専攻 し、後 に(株)GKイ ンダス トリアル デザ イ ン
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研究所 で研 究員、 あるいはマーケ ッター として研究 、マーケテ ィング、

企画 の仕事 を し社外勉 強会 をとお してPI(パ ーソナル ・アイデンテ

ィティ)の 本 を書 き、後 に独立 し(株)PIサ ポー ト研究所 を設立。

今 は社名 を変 えて志木サ テライ トオフ ィス ・ビジネスセ ンター として

いる。

・将来 のビジ ョン

私が持 ってい る技量 は、マーケティング リサ ーチや企 画、研究であ

るが会社 を起 こ してか らは経営者 としてや って きている。今後 は、マ

ネージメン トとい うことを突 き詰めてい きたい。会社 の経営状態は必

ず しもよ くはないが会社 もうま く回る ように してい きたい。

・そこでの価 値観(何 を大事 と思 い仕事 に取 り組 むか)

会社の理念は 「PIサ ポー ト」 とい うこと。 ス タヅフ、 クライアン

トまた社会 、地域の人 々がPIし てい くことをサ ポー トす る とい うの

が理念であ る。一人一人が 自己確立、 自立 し社 会 に参画 し、サポー ト

してい くとい うことが基本 のコンセ プ ト=PIサ ポー トで ある。サテ

ライ トオ フィス とい うの もPIサ ポー トの場 と して始め たが、今 わが

社 でそれが反映 されてい るかどうか を突 き詰め てい き、 自分の思い と

会社 の現状 とが合 致す るように したい。現在 は、在宅勤務者サポー ト

デー タベースの構 築 に力 を入れている。 これ も、PIサ ポー トの仕組

みだ と思 う。在 宅勤務 をキーワー ドに してい るので、会社 まで来な く

て も家で も、地域 で もどこでもで きる。通勤地獄 の 中、都心 まで通 わ

な くて もよい。 これ通 じて、サ ラ リーマ ンや主婦 一人一人 が仕事 のプ

ロと して 自立 して行 くことをサポー トしてい こう としてい る。

・具体 的な将来の仕事 の イメージ

在 宅勤務者 サポー トデー タベ ース を基に展 開 してい きたい。 中高年 が

退職後 、濡 れ落葉 や ワシ族 と呼ばれない ように生 き生 き と幕 らせる よ

うな場 をつ くってい きたい。その人達がサテ ライ トオフィス(コ ミュ

ニ ティオ フィス)の 中で、今 までのキ ャリア を生か した仕事 を生 き生

きと していければ よい と思 う。今 までのア ン トレプ レナの仕事 や幼児
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教育 、翻訳等 をコ ミュニ テ ィオ フィス即 ちサ テライ トオフ ィスの中

に取 り入 れてい くことで企業 に とって もメ リッ トがあ り、企業 の中

で の ビジネス メ リッ トは大 きい。PIサ ポ ー トの コンセ プ トを基 に

して在 宅勤務者 デ ータベ ース を展 開 してい き、そ れ らをメインに 自

分 もPIし てい く。

・そ こで必要 とされる情報機器類等(ex .こ んな情報機器があ った らい

い)

基本 にな るイン フラはパ ソコ ン、 ワー プ ロ通信 が必要。 電話、F

AXが で きれ ば よい。

・自分 と情報面での社会 インフラ等 との関わ り(ex .こ んな情報関連の

社会的仕組みがで きていた らいい)

情 報社 会 におい て情報機 器 をう ま く使 い こな していけ る仕組 み を

つ くる ことが必 要だ と思 う。

・その他 、仕事 関連 の諸 々

去年 、経営 上失敗 したこ とが あ り、将来 ビジ ョンは企業体 と して

増殖 して大 き く してい くとい うイメー ジはあ るが、旧来型 な もの と

は違 い社員 は私1人 で、動 きに参画 す る とい う集合体 企業 と しての

形 をと りたい と思 っている。

② 家庭 生活 面での現状 と将来 ビジ ョン

・現在 の家庭状況

家族 は、妻、娘2人 で秋 には3人 目がで きる。

・将 来予想 され る家庭状況(ex親 の面倒 をみる
、 マルチハ ビテーシ ョ

ン生活etc.)

今 、両 親 は ここか ら1時 間程 の、東京都 区 内 に住 んで お り、私 は

1人 息子なので将来は親 の面倒 をみ るようになる と思 う。

・どの ような暮 し向 きを したい か(ど の ような所 に どんなふ うに住み

たいか/経 済的 には …)

自然 環境 の良 い ところが い い。情 報機 器 を使 っての仕事 であれば
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どこで もよい。 自然があ り、土 と接するこ とので きる農業 や、今 まで

の仕事 が出来れば よい。

・子供 とどう接 してい るか、将来 ど うしたいか(教 育面 では …)

小 さい時 は刺 激 を与 え、色 々な ことに触 れ させ て、将 来は 自分 の事

は自分で選択すれ ばよい と思 う。

・どんな家がいいか、そ こでは どんな情報機 器類 が入 っているか

マ ンシ ョンで、パ ソコン、電話、があ り今後 はホームオ フィス とし

てパ ソコン通信 は とり入れたい。

・家庭や親戚 間での コ ミュニケー シ ョンのための情 報イ ンフラは どうな

ってい た らいい か(家 庭 か ら情 報 ネ ッ トワー クが外 へつ なが ってい

て … な どとい うことが必要 か)

情報機器、 テ レビ電話があれ ば よい。

③社会生活面 での現状 と将来 ビジ ョン

・現在 、 どの ような人脈や交友 関係等 を もっているか

会社 を通 しての人脈 、社外勉 強会(SAS等)、 学会(日 本生活学

会等)、 研 究学会 に属 しているので、それ らの交友 関係。

・それ はどの ように して築いて きた ものか

色 々な もの に積 極的に参加 し、築いて きた。

・将来 は どのよ うに してい きたい と思 ってい るか

将来、 お互い に成長 しあ うよう仕事 面、趣味の領域面 で も関わって

い きたい。

・人 とのつなが りといった点 で もっ とこう してい きたい とい う点は何か

・そ う した将来 ビジ ョンに照 ら して、 どの ような情報機器類 があればい

い と思 うか

交友 関係 の問題 点は情報機器(ISDN、 パ ソコン通信)が 発 達 し

たか ら とい って解 決 される問題 で はな く、 ビジネス 、 コミュニケーシ

ョンに も生かせ るようなア イデ アが考 え られるので はないか と思 う。

・その よ うな情報機器や情報 インフラがあれば、 どの ような未来 の交友
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関係人脈 を築 ける と思 えるか

アイデア、方針 が 自分 で も整理 されてない。

・ボ ランテ ィア活動 等の社 会へ対 しての働 きかけの活動 は何 か行 って

いるか

アメ リカではボ ラン テ ィア活動 が盛 んで一般市 民が参画 し、社会

に貢献 してい るが今 の会社 の こ とで一生懸命 なので、 ボラ ンティア

まで意識が まわ らない。

・そ う した事 に関 して どの ような考 えを もってい るか(ex老 後 の こ と

なども考 えて)

仕 事 を通 して、 ボラ ンテ ィア活動 の根 底の思想 を具現化 し好 きな

領 域 団体 に参 画 したい。 将来的 に は好 きな領域 での活 動 を して い き

たいが今 は していない。

・情報機 器類 との関連 で将 来 ビジ ョン として何 か考 えるこ とがあ るか

反省 と して デー タベ ース の電 話番 号が検索 で きないので、 ハ ンデ

ィなデー タベ ース の情 報機器 が あれ ば よい と思 う。出先で知 りたい

ときに、す ぐにわ か らな い とビジネ スデ メリッ トなので必要 。電子

秘 書の ような簡 単 なイ ンター フ ァース の機器 があ れば よい と思 う。

社 会生活 面で の潤滑油 に なる ような細や かな もの のサポー ト的な機

器があれば よい と思 う。

④健 康面 での現状 と将 来 ビジ ョン

・現在 の状態 は?

す こぶ る健康 な状態 だ。

・健康 を維持 し、体力 をつ ける とい った ような何 か健康 面で の活 動 を

しているか

「瞑想」 を去年10月 か ら始 め た。 それ以後体 調 は良好 で、風 邪 も

ひかな くなった し、ひいて もす ぐになお るようになった。

・将来的 には どの ように考 えているか

将来 は、 もっ と体 を動 かす こ と を した い と思 っている。 ラグ ビー
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な どの激 しい スポーツではな く、水 泳や大極拳 、気功 な どをで きた ら

よいと思 っている。人 間は もともと健康 な ものなのだが、ス トレスな

どのため にそれ が損 なわれ不健康 な状態 になってい るの だ と思 う。

「気」 とい う言葉があ るが、人間が本来持 っている力 を出せ るような

健康法 に非常 に興味 を持 っている。その意味 で、 「瞑想」 は もちろん

続 けるつ もりだが、他 に も無理無 く続 け られる軽 い運動 を してい きた

い と考 えてい る。

・医療面の社会 インフラの ことな ども含 めて、 自分 の健康 と情 報機器あ

るいは社会の情報 インフラとい った事 との関連 で何 か イメージで きる

こ とがあ るか

今の医療体制 を信頼 して いないわけではないが、 もっと個 人の本来

持 ってい る力 を活 かせ る発想、つ ま り東洋 医学的発想 を取 り入れてい

ければよいの に、 と常 々思 ってい る。病 院に行 くとか えって病気 をつ

くられ て しまうので はない か、 とい う気 さえ している。先述 の 「自然

の豊か な所 で暮 らしたい」 とい う希望 とも関連す るが、 自分 に内在す

る力が発揮 で きる所、 自然治癒力 を活 かせ る場 での生活 を したい と思

う。私 には 自然志向が とて も強い。

か とい って、霞 を食 ってい く訳 に もいかない。 自然志 向 と経 済面の

充足 を兼ね備 えた生活方法 を考 えた時、 田舎で も仕事 が出来 る しくみ

として、在 宅勤務者サ ポー トデー タベ ースのよ うな情報 イン フラの態

勢が出来ていた らよい と思 う。 それが 自分 自身 を も健康 にす ることに

もなる し、多 くの人が今 よ りももっと健康 な生活 を送 るこ とができる

方法ではないか と思 う。

・家族の健康 とい った こ とを考えて、何 か思 うところがあ るか

私 自身の経験 か ら 「瞑想 」は とて もよかったの で、家族 に もそれを

勧めてみたい。 また、水 泳 とか大極拳 あるいは気功 な どの、家族で一

緒 にで きるスポー ツを皆で してい きたい と思 ってい る。

⑤精神面、生活信条面での現状と将来ビジ ョン
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・生 きる上 での重 要事項 はなにか、なに を生活信条 としているのか

先程 述べ た ように、PIサ ポー トとい うこ とに、私 はあ る種 の使

命 感 を もって いる。 それが私 を生 きさせ てい る一 つのキー にな って

い る と思 う。他人 の ために とい うので はな く、私 自身 も本 来 あ る生

き生 き と した 自分 を出 して い きたい とい う考 えが あ り、それ がPI

サ ポー トとい うコ ンセ プ トにな ってい る と言 え よう。 自分 自身が生

き生 き とで きる社 会 に したい とい う発 想 か ら、多 くの人が一人 一人

生 き生 きと生活 で きる社会 の しくみ を作 りたい とい う考 え に発展 し

たわけ だが、それ が仕 事 であ るだ けで な く、私の信条 で もあ る と言

ええよう。

別の観 点か ら言 うと、 「生 まれて きた意味」 を考 える時 、私 は大

きな 目標 と して、 「悟 りを得 る」 とい うこ とを挙 げ たい。 それ はあ

ま り悩 まない生 活 をす る とい うこ と。PIと い うこ とは、 自分が し

た いこ とを しなが ら他 人 に迷 惑 をか けず、 む しろ他人 を元気 に した

り勇気づ けた りで きる とい うこ と。孔子 の 「己の欲 す るとこ ろに従

い て矩 をこえず」 とい う言葉 の ような もの。 自分 の好 きなこ とをや

って社会 の役 に立 ってい くとい うように、 ご く自然 に生 きるのが悟

りの境地 と言 え よう。宇 宙 とい う もの は、 フラス トレー シ ョンが無

く非常 にバ ランス良 く出来 てい る と思 うが、そ んな宇 宙観 と一体化

す る 「悟 り」 の イ メー ジ と しては ある。生 まれ て きて良か った。嬉

しい。楽 しい。喜 ば しい。 そ う言 える ような感覚 を常 に持 ってい ら

れる状 態 を私 は 「悟 り」 と称 した わけ だが、それ が私 の生 きる 目標

ともい える。

・宗教等 に関 しての接 点は

多 くの宗教 が 、上述 の よ うな理念 を持 っている と思 う。 だか ら私

自身は特 定 の宗教 団体 に入 っ てはい ないが、宗教 的 な感覚 は十分分

か ってい るつ も りだ し、宗教 とい う もの を肯定 している。私 は特 定

の宗教 団体 の一員 ではない けれ ど、あ る種 の宗教 に入 ってい る一 つ

ま り自分 だ けの宗教 を作 りそれ を信 じてい る一 とい うような感 覚 で
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いる。

・それ と情報機器や情報社 会の発展 とい った ことに関 しての考えは

パ ソ コン通信 や ワー プロ通信 の ような通信 を使 って、以上の ような

こ とを語 り合いたい。 またその ような ことが語 り合 える場 があれば良

いなあ という希望 はあ る。先程 述べ た ように私 は社会生活 面では2千

人 くらいの デー タベース を持 っている し、知 っている人 はそれ以上 に

いる。年賀状のや りと り程度 は していて も、それが有効 に活用 されて

はいないのが現状 。その ような人達 とももっと生活信条面の ことな ど

も語 り合 いたいが、時間 もない。で もパ ソコン通信 など使 えば、 こち

らの発信 を多 くの人が受け止めて くれ るわけだ。情報機器 における コ

ミュニケーシ ョン ・ツール を使 って、精神面 の ことな ども語 り合 える

人達 と知 り合 いた い と思 ってい る。

・精神生活面 では どの ような社会の将来 ビジ ョンを望 ま しい と思 うか

情報機器 がサ ポー トして、精 神面の語 り合 いの場 が持 てるようにな

れば よい と望 んで いる。

⑥ 娯楽教 養面での現状 と将来 ビジ ョン

・趣味 は何 か?そ の現状 と将来 ビジ ョンは

先程 述べた 「悟 り」 の ような精神世界 のこ と、人が どの ように した

ら生 き生 きと生活 していけるか とい う一種 の心理学的な ことに、 とて

も興味 があ る。 しか しそれが趣味 か とい うと、仕事につながってい る

こ とで もあ るので、趣味 とは言 えないか も しれ ない。強いて趣味 をあ

げる とした ら、切手収集。 もともと小 さ くて きれいな物が好 きで、以

前 は熱心 に収集 していたが、今 は時々買い求める程度。今 後は、子供

と一緒 に遊べ る ようなことを趣 味 に してい きたい と思 ってい る。例 え

ば 自然 と接 して、子供 と一緒 にキャンプ した り、温泉巡 りを した り、

とい うようなこ とをしてい きたい。 また仕事 とも関わるこ とだが、 自

分で文 章 を書 いた り本 を著 した りとい うことは、今後 も続 けてい きた

い。今 まで気付 かなかったこ とに気付 くとい うように、 自分 自身の成
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長 が はっ き りと分 か る し、 達成 感 を充た され もす る。切 手収集 の よ

うな趣 味 とは別 に、仕 事 イ コール趣 味 とい える ような趣 味があ って

もよいの ではない だろうか。

・そ う した面 と情報機 器類 の発 達や情 報 インフ ラの整備 とが どう関わ

って くるか、あ るいは何 か期 待す る ところがあ るか

た とえ ばキ ャンプ情報 に して も、誰 かに教 えて欲 しい と思 うこ と

はあ る。 自分 でそ の関係 の雑誌 な どで調べ る ことはで きるが、 それ

で は不 安 だ し、物足 りない気 もす る。その方面 に くわ しい誰かが最

初 のオ リエ ンテーシ ョン を して連 れ てい って くれた り した ら もっ と

あ りが たい と思 う。それ が友 人 とか親戚 の人 とかであ って も良い し、

また コ ミュニケー シ ョン ヨン ・ツー ル を使 ってそん な人 を探 せ る よ

うな事 が出来 た ら よいなあ 、 と思 っている。趣味 の領 域 で も、そ ん

なふ うに人材 を探 す手段 と して活 用 で きるの ではない だろ うか。 そ

ん な ように、色 々 な人 と知 り合 い になれる情 報 イ ンフラがあ った ら

良い と思 う。

・自分 を成 長 させ るための 自己啓発 とい った分野 に関心 はあ るか

自己啓発 には とて も関心 を持 っている。

・そ う した観点 と情報機器類 との関連 でイメージで きるこ とはあるか

た とえば、 良いCD-ROMの ソ フ トが その分野 で も出 て きた ら

良 い と思 う。 自分 が現在 関心 を もっ ているこ とに関 して、似 た よう

な体験 を持 ってい る人 もい れ ば、 同 レベ ルの人 もいる だろ う。CD

-ROMな どを活 用 して、 その よ うな人 を検 索 し、教 えて もらった

り意見 を交流 する こ とがで きた ら良い と思 う。今後 はそ うい う人 間

の精神面 の成長 やサ ポー トの ツール としての使 われ方 が、情報機 器

に もで きれば良いな と望 んでいる。

(4)実 例4(Kの 場 合)

① 仕事面 での現状 と将来 ビジ ョン

・現在 のポジシ ョン、立場
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現在、デ ジタル ・テクノロジー を使 った、 デ ータベ ース、 コミュニ

ケーシ ョン、 ネッ トワーキ ング問題の アナ リス トと して電子情報サ ー

ビス、マルチ メデ ィア、 リアル ・タイム画像処理 、バ ーチ ャル ・リア

リティ、CBT、CALS、EDI、DTP等 に関す る執筆 ・講演活

動 を行 うかたわ ら、 コンサル タン トとして 日米 の クライア ン トに対 し

同分野 を中心 とす るプロフェッシ ョナル ・サ ー ビス を提供 している。

最近具体 的 に行 った仕事 と しては、 ある企業 か らの依頼 に より、米

国のアップル社マ ッキン トシュ用 の3Dソ フ トウェア開発企業への出

資 を含 む包括 的 な業務 提携 を米 国人のパ ー トナー と一緒 にま とめ た

り、米国か らマルチ メデ ィア分 野の専 門家4名 を招 いてのセ ミナー を

企画 し、成 功 させ た。

余談であ るが、今 回の提 携に関 して、 日本 国内 におけ るパ ソコンや

3Dソ フ トウェアの市場調査 を含 めた関連業界 の動 向、提携先米国企

業 の信用調査 、代 理店交渉等の全 てを米 国人パ ー トナー と二人で行 っ

て、正味1ケ 月で まとめ ることがで きた。

なお、今 回提携 をま とめた米国企業 の 日本 におけ る前船代 理店か ら、

独 占的販売代 理店 契約上の仮の地位 を定 める等 の仮処分命令 申立事件

として、当該 米企業 が東京 地方裁判所 に提訴 され、また、賠償請求 を

求め た本訴 訟 を起 こす準備 がな されている。本件 について も、 日米の

渉外法律事務 所 とタイアップ して、ソ フ トウェ アの著作権 、知的所有

権、 トレー ド・シー ク レッ トの侵害 に抵触す るか否 かについて、現在

調査 中であ る。

さ らに、3月7日(日)か ら26日(金)の20日 間、 日本 貿易振興会

(JETRO:ジ ェ トロ)の 平 成4年 度 における輸 入促 進 を目的 と した新

規事業であ る短期専 門家派遣事業 の専 門家 と して、 カナ ダ、米 国の9

都市 を駆け足で回 り、主 にパ ソコンや ワークステーシ ョン用 のパ ッケ

ージ ・ソフ トウェアの開発 業者 や流通業者 を対 象 と した 日本 のパ ッケ

ージ ・ソフ トウェアの現状 に関するセ ミナーの講師 と して参加 した。

さらに、具体 的に 日本 市場 向けに輸 出 を検討 してい る企 業及び、既 に
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輸 出 してい る もの の現在 の代 理 店 との間 に トラブ ルを起 こ してい る

企業等 に対 し、個 別 コンサル テーシ ョンを実施 した。

現在 行 って いる仕事 を一 言で言 う と、デ ジ タル ・ワール ドを業務

の対 象 と し、 日米欧 のそ れぞ れの分野 の専 門家 とパ ー トナー シ ップ

を組 んで、企 画 、調査 、 マー ケテ ィ ング、 コ ンサル テ ィング業務 を

行 い うる ワンマ ン ・カ ンパ ニ ーの代表 であ る。現在 、税 金対 策上 、

会社設立の準備 を進 めている。

・現在 までの キャ リアパ ス

大学 を卒業 してか ら、 大学 時代 か ら親交 のあ った社 長 が経営 す る

航空宇 宙関係 の専 門商社 に入社 し、航空宇宙 電子機器 の輸 出や英 国

メーカーの フ ライ トシ ミュ レー タの国内販売 関連業務 、変 わ った と

ころでは社 長 の特命 プロジ ェク トと して 日本 商工会議所 を母体 とす

る 日本 ス リラ ンカ経 済合 同委員 会 が支援 し、JICAか ら資金援 助

を受 けたス リランカにお け る農 業 開発 プロジェク トに も参加す る機

会 があ った。

商社 マ ン時代 か ら、 来 るべ き情 報化 社会 の 中で重 要 な役割 を果 た

しうる情報 サ ー ビス産 業 に関心 を持 っていたの で、約6年 在籍 した

商社 を退職 し、 ご縁 が あ った、SASの 方が専務理事 を務 め る通産

省 の外 郭 団体 の財 団法 人 デー タベ ース振興 セ ンター(DPC)で 嘱

託職員 と して働 く事 となった。

DPCで の仕事 は、 国内外 の 電子情 報サ ー ビス産業 の調査、 「デ

ー タベ ース 白書」 の編集 業務
、 デー タベ ース に関す る展 示会 や国際

セ ミナーの企 画 ・運営 、マル チ メデ ィア ・ソ フ ト、 ビデ オ映像 の作

成 等、大 変勉 強 にな り、 充実 も していたが、 自分 の ロマ ンを実 現 さ

せ るため、無 理 を言 っ て7年 間働 いた、DPCを 昨年9月 末 で退職

した。

・将来 の ビジ ョン

まず、現在 立 ち上 げ よう と してい る米 国企 業が 開発 したイ ン タラ

クテ ィブな ビジュ アル ・デー タベ ・一一ース構築用 の3Dソ フ トウェアの
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国内販 売や、その ソフ トウェアを使 って、 日本の産業界 が作 り出 した

各種 の製品、商品、デザイ ン情報 を3次 元のモ デ リング ・データ とし

てデー タベース化 し、パ ッケージ ・メディヤであ るCD-ROMを 使

って世界 に提供す るとい うビジネス を軌道 に乗せたい と考えている。

また、機 械翻訳 システム と ドキュメンテーシ ョン ・ソフ トウェアを

組 み合わせ て、航 空宇宙産業や情報通信産業向 けの多量 なマニュアル

をデジ タル デー タのま ま翻訳、編i繁し、PCやWSを ベース とした教

育 ・訓練用 にも使用 で きるシス テムの 開発 を行 いたい と考えている。

この プロジ ェク トに関 して も、具体的 なアプ リケー シ ョンをターゲ ッ

トと して、 日米の幾つかの企業 とFSを 既 にスター トさせた。

さらに、今後 の ビジネス展 開を考 える上 では、人材の育成 が最大の

ポ イン トとなることか ら、 日本 国内のみ な らず、欧米の先進諸 国を始

め、 アジ ア ・オセ アニア を中心 とす る発展 途上 国において も、デジタ

ル ・ワール ドに対 応 しうる国際 的な人材の育成 に も積極的 に取 り組み

たい と考 えている。人材 の育成 が、コ ミュニケーシ ョンやバーセプシ

ョン ・ギ ャ ップに基づ く、異 なる民族、人種 、国同士の摩擦や紛争 を

未然 に防止す るため には、最 も重 要である と考 えるか らである。

この ような事業 を通 して、 日本 と海外 とを結ぶ架 け橋 となるこ とが

自分 の使命 、天命 であ ると認識 してい る。

・必 要 とされる情報機器類

現在行 っている業務 内容か ら して、 コミュニケーシ ョンの手段 とし

て、パ ソ コン、電話、FAXが なけれが仕事 がで きない。特 に、基本

的な情報収 集につ いては、 自分で検索 す るのみ ならず 、アシス タン ト

や米 国人パ ー トナー も使 って、国内外 のデー タベース を頻繁 に利用 し

ている。

携 帯電話 は まだ使用 していないが、今後 の コ ミュニケーシ ョンの手

段 と して、音声 のみな らず、イメージ情報や データのや り取 りがで き

る、 コンパ ク トな ワイヤ レス ・システムの購 入 を検 討 している。具体

的 には、携 帯電話 と携帯FAXで あるが、 ラップ トップ ・パソコンと
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をつ なげた利用 を考 えている。

海外 との コ ミュニ ケーシ ョン手段 と して、現在 は電話 とFAXが

主 とな ってお り、電子 メー ル は実験 的 に使 っているの みであ る。今

後 は、仕事 の性格 上、 欧米で はイ ンターネ ッ トが主要 な コミュニ ケ

ー シ ョン手段 と して定着 して きてい るので、 なるべ く早 く使 用 で き

るような態勢 を整 えたい と考 えている。

また、 海外 出張 が多 い こ とか ら、 通信 機 能 を持 っ た ラ ッ プ トッ

プ ・パ ソコンは今 後 の ビジ ネス を行 う上 で必 需 品 と考 えてい る。今

回のJETROの 出張 におい て も、 ラ ップ トップ ・パ ソ コンを持 っ

ていかなか ったため大変不 便 な思 いを した。

② 家庭 生活面 での現状 と将来 ビジ ョン

【現在 の家庭状況】

・家族 は、妻 と生 まれ て9ケ 月 になる息 子の3人 。妻 の母 親 と3つ 年

上で大手 商社 に勤務 している未婚 の義姉 が、歩 いて10分 の距 離 にあ

るマ ンシ ョンに住 んでい るの で、 ほ とん ど毎 日の よ うに行 き来 して

い る。妻 の父親 は、仕 事 の関係 で単 身赴任 してお り、金 曜 日の夜 自

宅 に帰 って、 日曜 日の夜 に赴任 先 に帰 るとい う生活 を送 ってい る。

・妻 は月 と水 曜 日の週 二 日、渉外 弁護士事務 所 で司書 と して、 図書 や

資料 整理 の仕事 を してい る。 その ため、仕事 のあ る 日は母親 に子供

を預 けてか ら出社 してい る。 出社 しない 日は、育 児 の傍 ら、時 間の

あ る時 に資料 整理 を手伝 って もらってい る。妻 は銀行 でOLと して

働 い ていた経験が あ るため、 お金の管 理 は家計 も会社 の経理 も全 て

任 せ ている。 この ことが災 い して、家庭 内で の発 言権 が最 近特 に強

ま って きているこ とが気掛 か りであ る。

・また、最 近 は妻 の勤務す る事 務 所 に リー ガルベ ース を初 め とす る各

種 の法律 関連の判例情報 、雑 誌記事 のCD-ROMが 導入 された り、

オ ンライ ン ・デー タベ ース を利用 しての調査 とい う新 しい仕 事 も増

えて きてい る。 また、今年 中 に計画 され てい る事 務所 の移転 に伴 っ
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て、全 職員 にパソ コンを持 たせ たLAN構 築 によ り、 コミュニ ケーシ

ョン、情 報管理、情報収集 をネ ッ トワーク上で行 う計画が検 討 されて

お り、その対応 について、弁護士 も含 めた職員向けの利用 マニ ュアル

作 りや導入教育 も任 されている ようである。 この ような仕事 を してい

るため、私 が コンサル タン トを している会社が巻 き込 まれてい る係争

事件 について、関係弁護士 の略歴 や関連資料や書籍 の調査 を手伝 って

もらっている。

・この様 に、現在 の私 の仕事 と妻 の仕事 とがかな りオーバー ラップ して

いるため、家庭 内での話題 は、 子供の事以外 にも豊 富にあ り、妻 との

会話が楽 しい。

・現在、賃貸の3DKの マンシ ョンに住 んでお り、その一部屋 を仮事務

所 として使 用 している。 そのため、妻 や子供 と一緒 にいる時間がサ ラ

リーマ ン時代 と比べ て多 くなってお り、 日々成長 しつつあ る子供の様

子が手 にとる ように分 かるため、子供 と接 している ことが大 変楽 しい。

・将来予想 され る家庭状況 としては、今す ぐというわけではないが、妻

の両親 と同居 するこ とになる可 能性が高 い。私は4人 兄弟 の長男であ

るが、両親 は まだ若 く、 また、次 男で独身の弟 と同居 してい ることも

あ り、す ぐ両親 の面倒 を見 るよ うな事 はないと思 われる。

【ライフス タイル、子供の教育、 その他家庭 関連】

・将来の希 望 と しては、仕事上 での必 要性 か ら、米 国の西海岸 に海外拠

点 としての事務所 を持 ちた い と思 っているため、 日本 国内で多 額の ロ

ー ンを組 んで、70-80m2の3LDKの マ ンシ ョン を4～5千 万 円で

購 入す る よりは、場所 に もよるが40万 ドル、今の 円の1ド ル が110円

とい う換算 レー トを適用す る と4400万 円 も出せば、200-300坪 の土地

つ きで、新築 では ないが150-200m2の4ベ ッ トル ームで2-3台 の

駐車場 スペースのある住宅が幾 らで も購入 できるので、検討 している

最中である。今後 の仕事 に もよるが、私個人 と しては、純粋 に経済的

観点か ら考 えれば 日本 国内 に住 む必要 は全 くな く、仕事 で必 要 な時に

日本 に出張 す るとい う生 き方 もあ ると考 えている。 ま してや、円が今
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の為替水準 を維持 し続 けるか、 もっ と上昇 す る ような ことになれば、

米 国西海岸 の往 復 デス カ ウン トの航 空料 金が6万 円前後 と沖 縄へ の

往 復 ノーマル料 金 と同 じ程度 である こ とを考 え れば、何 も大 金持 ち

だけで はな く、普通 のサ ラ リーマンが新幹線 を使 って通勤す る よう

な感 覚で、米 国か ら月 に一度 出社す る ような社 員 が出 てきて も不思

議 では ないので はないか とさえ思 える のであ る。現 に、私の 友人の

米 国人 や 日本人 に もこの よう なライ フス タ イル を送 ってい る人 も

徐 々にで はあ るが少 しつつ増 えて きて いる事 実 があ る。3月 に ジェ

トロの仕 事で カナ ダ と米国の9都 市 を回った時 に、住 宅の価 格 を調

べ てみたが、 ロサ ンゼルス郊外 の 日本 人駐在 員 が好 んで住 む レゾ ン

ドビーチやオ レンジカ ンテ ィのアーバ インや ニ ュー ポー トビーチ、

サ ンフラ ンシス コ郊 外 のシ リコンバ レー界 隈 に も、40万 ドル 出せ ば

購入 で きる物件 は 山ほどあ った。

・子供 は生 まれ て まだ9ケ 月 と小 さい ので
、教育 面 につい ては何 も考

えてい ない。た だ、生 まれて9ケ 月の子供 に、 日本 と海外 とを結ぶ

懸 け橋 になれと、常 々言い聞かせてい る。

・家 庭や親戚 間で の コ ミュニケ ーシ ョンのため の情報 イ ンフラ につい

ては、現状 では手紙 に よるや り取 りは年賀状 の みでほ とん どないが、

電話 は 良 く使 ってい る。 ファ ックスが普及 して くれば、 ファ ックス

とパ ソコンを使 った情 報のや り取 りを行 ってい きたい と考 えている。

・私 の父の兄弟 は8名 と多 く、長男 で はないが家 督 を相 続 してお り、

甥 と姪 の数 、す な わ ち、私 の従兄 弟 の数 だけで も25名 、その 子供 も

14名 に増 えて きてお り、年1回 の年 賀状 のや り取 りだ けで、状 況 を

正確 に報告す る こ とが困難 となって きてい る。 その ため、冠 婚葬祭

の時 のみ な らず 、各種 の連絡 や コ ミュニ ケー シ ョン をスムー ズ に行

うため に も、 で きれば、 フ ァックス やそ の他 の ニ ュー メデ ィア を用

い た新 しい コ ミュニケー シ ョン ・シス テムの構 築 には関心が あ る。

また、 父方以外 の親戚 も大変多 い こ とか ら、親戚 に配 るマル チ メデ

ィア対応 の デジ タル新 聞 を、 マ ッキ ン トッシ ュ を使 って作 ってみた
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い と考 えている。

③社会生活面 での現状 と将来 ビジ ョン

・現在 の仕事 は、SASや その他 の異業種 の交流会 や勉 強会 と(財)デ

ー タベ ース振興 セ ンターでの仕事 を通 して知 り合 った国内外 の人 との

交友 関係 が基盤 となっている。 この ような、今 日まで公私 に渡 ってお

世話 にな った方 々 との ご縁 や、今 までに培 った人脈の広が りと深 さの

程度 に応 じて、仕事 をさせて いただいてい ると言 って も過言で はない。

この ような認識 に基づ き、時間の許す限 り、仕事 に関連す る分野 の専

門家が集 まる国内外の会議、交流会や勉 強会には積極 的に参加 する よ

うに してい る。 また、一度築いた縁 を、 よ り深 くす るための努力 を惜

しまぬ よう心掛 けている。

・サ ラ リー マンで はな く、独立 して生活 してい くためには、時間 を有 効

活用 し、お金 を稼がな くてはな らず、 なか なか、無報酬 のボラ ンティ

ア活動 にまで、手が届 かないのが現状であ る。

・その他、全寮制 で同 じ釜の飯 を食 い、屋根 の下で苦楽の生活 を共 に し

た高校 や大学時代 の友人、 さらには、恩 師の先生やOBや 後 輩 との交

流 は楽 しくもあ り、大切 に してい きたい と考 えてい る。

・人 とのつなが りと言 った点で は、な るべ く頻繁 に電話や ファックス を

利用 して連絡 を取 る ように してい る。また、海外出張 した際 には、時

間のある限 り絵葉書 を出す ように している。海外 か ら出す絵葉書 や フ

ァックスは、年賀状 に よる年一回の近況報告 を補 う効果 がある と思 わ

れ る。

・今後 は、パ ソコンに接続 したファックス ・モデム を効果 的に活用 した

コ ミュニケー シ ョン ・システムを構築 し、活用 してい きたい と考 えて

い る。 また、将来的には、テ レビ電話や公 衆電話回線 を使 ったパ ソコ
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ン とビデ オカメ ラを組 み合 わせ た簡易 型 の デジ タル ・ビジ ュアル ・

コ ミュニ ケーシ ョン ・シス テム を使 って、米 国に いるパ ー トナー と

コミュニケーシ ョンを実験的 に行 ってみたい と思 っている。

④ 健康面 での現状 と将来 ビジ ョン

・健康面 に ついて は、現 在何 も問題 がな いた め、 改め てス ポー ツクラ

ブ に通 う とい うような こ とは考 えてい ない。 しか しなが ら、独 立 し

て仕事 を行 ってい るため、健康 が財産 であ る とい う認識 か ら、 ガン

検診 や定期検診 を受 ける よう妻 か ら勧 め られている。

・小 学校 時代 か ら大学 まで剣道 を してい た こ とが あ るため、時 間 に余

裕 が出 て きた ら、 また再ス ター トした い とい う気持 ちはあ る。 しか

しなが ら、時 間が取 れ ない とい う事 に加 えて、適 当 な道場 も近 くに

ないため、現状で は困難 な状況で ある。

・ス ポーツ に関 して は、 妻 とテニス、 ス キーや ゴル フを子供が生 まれ

る前 まで行 って いたの で、育児 が一段 落 した らまたス ター トさせ た

い と考 えてい る。

⑤精神面、生活信条面での現状 と将来 ビジ ョン

・亡 くなった祖父が身延山を本山 とす る目違宗の熱心な信者で本願人

でもあ り、神社本庁の崇敬会員 にもなっていたため、幼い頃か ら仏

壇や神棚の前で手 を合 わせるという習慣が身に付いた。現在では、

両親 と数年 に一度、身延山に登 った り、お彼岸かお盆の時に地元の

菩提時にお墓参 りに行 く程度 となってお り、自分では 日連宗の信者

であるとは思っていない。また、妻の母親は熱心なプロテスタン ト

で、毎週 日曜 日に教会 に行 くことを欠かさない人である。そのため、

子供が生まれる前は、月に何 回か教会に行 っていたこともあった。
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・生活信 条 として は、 「慈悲寛大 自己反省」、 「感謝報恩」、 「一期一

会」

・高校 、大学 と学んだ学校 を創立 した広池千九朗 が、創建 したモ ラロジ

ー(道 徳科学)の 影響 を受 けてい る。 この、モ ラロジーを一言 でま と

め るな らば、普通道徳(一 般 に道徳 と考 え られ ている もの)と 最高道

徳(孔 子、釈迦 、キ リス ト、 ソクラテス、 日本 の皇室 に一貫する最高

道徳)の 実質 ・内容 ・実行の効果 を比較研 究 し、我々人類 の生存 ・発

達 ・安心 ・平和 ・幸福 の実現の ため に、最高道徳の実行 が不可欠 であ

ることを実証 した学問 であ る。祖父がモ ラロジ ーの熱心な研究者 であ

ったため、父 の兄弟 や親類縁者 も何 十人 とこの鹿沢高校 、鹿沢大学 を

卒業 しているので、 自然 に私 も進学 した。

・現在 の宗教活動 や社会教育活動学校
、及 び学校での道徳 や教育の現状

は、従来 の紙 を媒体 とした テキス トを使 い、僧侶 、牧 師、講 師、教師

が 自己の体験 をベ ース として話 をす るため、話の内容、 レベルに大幅

な格差 が見受 け られる。そのため、だれか ら話 を聞 くか とい うこ とが、

学ぶ者 に とって、その話 をどれだ け真剣 に聞 くか とい う判断す る上で、

重要 なポイン トとなる。 しか しなが ら、人格 も優 れ、話 も上手 な人物

の数 は十分で はない とい うのが、 どの団体 も抱 えている大 きな問題点

となってい る。 この問題 を解消 す るため には、だれが教 えて も、十分

に分か りやす く、 また、学び手側 の学 習 レベル に対応 しうるインタラ

クティブに教 えを学ぶ ことがで きるような教 育 システムの確立 とマル

チメデ ィア ・ソフ トウェアの作成 が不 可欠であ ると思われる。

⑥娯楽教養面での現状 と将来 ビジ ョン

・仕事柄、 コン ピュー タ ・グラフィックスやバーチ ャル ・リア リティー

の技術 を応用 した ドライビング、 フライ ト、 ゴル フ ・シ ミュ レー ター

54



第2章 実例 を通 したサラリーマンのライフスタイルの変化

や モー シ ョン ・シス テム を使 った大 画面映像 シア ターについ ては関

心 があ るので、市 場調査 を兼 ねて 時々見学 に行 くこ とがあ る。最 近

で は、英 国や米 国か ら新 しい シス テムが続 々 と日本 に上 陸 し、 日本

全 国に設置 され て きて い るため、時 間 と費用 が かか るこ とか ら、全

て を見 る事がで きないのが残念で ある。

・自己啓 発 につい て は、 冒頭 で も述べ た とお り仕 事 と直結す るため 、

大変関 心 を持 ってい る。特 に、効 率 良 く、短期 間 の うちにあ るテー

マ を学 習す るため のイ ン タラクテ ィブなパ ソ コン を使 ったシス テム

とマル チ メデ ィア ・ソ フ トウェアの 開発 をビジネス の一つ の柱 と考

えてい るので、 自分 自身 で開発 した シス テム を使 って、あ らゆる学

問分野 にチャ レンジ してい きたい と考 えている。

55





第3章"ハ イパ ーネ ッ トワー

キング社 会"へ 至 る

ための問題 点 の整理





第3章"ハ イパーネッ トワーキング社会"へ 至るための問題点の整理

1.サ ラ リーマン達の仕事観

情 報機器 の普及 は著 しい。 オ フィス は言 うに及 ばず 、今 や各家庭 に も

幾種 もの情 報機器 が入 りこみ、 あるいは仕 事 のための交信 の手段 として、

あ るいは友 人 な ど広 範 囲の コ ミュニ ケー シ ョンの道 具 と して、根 を下 ろ

しつ つある。携帯電 話 やポケ ッ トベル の普及 もあ り、今 や移動 のため の

道路 や街 まで がオ フィス とな りうる状況 にあ る。『その ような中で、 オ フ

ィス の概念 そ の ものが 少 しずつ 変化 してい るので はある まい か。 サ ラ リ

ーマ ン達 が仕事 とオ フ ィス との 関係 を どの様 に捉 えてい るか を、SAS

東京 の会員 を対象 としたアンケ ー ト調査の結 果か らみてみ たい。

(1)自 宅 やサテライ トオフ ィスで も勤務 が可能 か

「電 話、FAX、 パ ソ コン通信 、テ レビ会議等 の情報機 器や ネ ッ トワ

ニキ ングの活用 で、現在 の仕事 が 自宅や 自宅 近 くのサ テ ライ トオ フィス

で も可能 になる と思 うか?」 とい う設問 に対 する回答 をみ てみ る。

充分、あるいは相当程度可能

(うちすでに実行 している)

14

(9)

充分 、あ るい は相 当程度可 能で あ る とい う記述 が有効 回答 者数40人 の

うち14人(35%)に 見 られ、 また全 ての仕 事 をホ ームオ フィス やサ テラ

イ1オ フィス で行 うこ とはで きないが、 出勤 な どに よ り職場 の人 と交流

す る こ とと組 み合 わせ ることで部分 的 には可 能であ る とい う趣 旨の 回答

が15人(38%)か ら得 られた。 実 に73%の サ ラ リーマ ンに とって、 ホー

ムオ フ ィスや サテ ライ トオ フィスでの仕事 は身近 な もの となってい るの

である。

しか もその うち既 に実行 してい る人、試 している とい う人は9人 い る。

『現 在 も残 業 をせ ず に 自宅 に帰 ってか らパ ソ コンで仕事 の続 きを してい

59



第3章"ハ イパーネッ トワーキング社会"へ 至るための問題点の整理

ます 』 『す で に独 立 してか らは、FAX、 パ ソコン通信 、デー タベ ース

を 自宅で活用 して ビジ ネス を して いる』 『四 国の 自宅 と東京 のオ フィス

とをFAXで つ ないで、 自宅 での業務処 理 を試 行的 に実施 中』な ど。 回

答 を寄 せた人 それ ぞれ に より、 ホー ム ・オ フ ィスの捉 え方 や働 き方 に違

い はあ るようだが、大多数の回答者が関心 を持 ってい るこ とが分か る。

①在 宅勤務 が可能 とされた主な職種

研 究活動 、通訳 、シ ンクタンク業務 、著 述業な ど、 ク リエ イテ ィビテ

ィの高 い仕事 での在宅勤務 は、多 くの人が可 能 と してい る。 もちろん必

要に応 じて出社 した り、他の人 との交 流 を持 ちなが ら、孤立 した空 間で

の時間の使 い方が仕事効率 を高め ることに もなる。

その他、設計 ・計画、情報処 理、 ソフ トウェアの開発、 などの仕事 も

や り方に よっては可 能な仕事 と してあげ られてい る。

また 『営業』 を挙 げた回答 もあ った。 自宅 を中心 と して仕事 をし、定

期 的に会社 と連絡 を とる とい う営業 の形態 は、ホームオ フィスでの働 き

方 としては異質 な ものであるが、 自宅 を基地 と しての仕事 とい う意味で

やは り在 宅勤務 と言 え よう。ただ し、(3)で と り上 げ る自宅やサテ ラ

イ トオフィスでの勤務が不可能な仕事 の筆頭 に挙 げ られたの も 『営業』

である。仕事 の基地 を会社 と捉 えるか、あ るいは 自宅 と捉 えるかで、回

答者 の意識 の差 が、 回答 の相違 となった もの と言 え よう。

②部分的 には 自宅やサ テライ トオ フィス勤務 も可 能 とい う場合

仕事の全 てを自宅やサ テライ トオ フィス で行 うことはで きないが、出

勤や同僚 との交流 と平行 させる ことで、可 能である とい う意見 について

み てみ る。

『週一回位 は在 宅勤務 の 日をつ くって も良いのではないか』 とい う回

答が多い。仕事の大部分 は会社 で、週1同 位 は周 りの雑 音 に煩 わされず

に自分のペ ースで仕事 をするために自宅やサ テ ライ トオ フィスで、 とい

う ところであ ろう。反対 に 『週 一回の 出社 で、その他 は在 宅勤務 を』 と
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い うケ ース もあ る。 こち らは じっ くり仕事 に取 り組 むには 自宅 の方 が

良い環境 とい うわ けか。

(2)機 器類の使 い方

実際 にホーム ・オ フィス で仕 事 を して いる場合、設備 してい る機器、

あるい は必 要 と思 われ る機器 につ いての記入 もあ った。

①利用 されている機器

有 用 な情報 通信機 器 と して挙 げ られ てい るものは次の通 りであ る。

重複 であげ られた もの も数 に入 れて機 器名すべ て を拾い出 した。

FAX:5

パ ソコン:5(う ちパ ソ コン通信 と特記 した もの1)

コピー機:3

電話:2

電 話器 は 『言 わず もがな』 の存在 で 、特 に記入 しなか った人が殆 ど

であ ろ う。一番手 軽 で しか も通信 した い相手 も必ず 設備 してい る機器

なので、当然利用頻度 は もっ とも高い と推測で きる。

ア ンケ ー トの 回答 に表 れた利 用度 の高 い機 器 の代 表格 はFAXと パ

ソコンであ る。電気 通信 サー ビス と して電話 に次 ぐ普及 を遂 げたFA

Xは 、最近 では家庭 に もだいぶ 入 りこ んでい る。市 中で もFAXサ ー

ビス を店頭 で してい る、コン ビニエ ンス ・ス トアが眼 につ くほ ど。 自宅

に設備 して いな くとも送信 の み は可能 で、 ご く身近 な機器 とな った感

があ る。

もう一方 のパ ソ コンの使 われ方 は、 回答 に見 るか ぎ りはっ き りしな

い。 『パ ソ コン通信 や デー タベ ース を活 用 している』 『長野 の別 宅 か

らパ ソコンでや りと り』 と明記 された 回答 もあ るが 、他 の利用 は会社

の コン ピュー ターの端末機 と してなの か、あ るいは単 にス タ ン ド ・ア

ロンのパ ソコンと して なのか、分 か らない。

今 回のア ンケー トの回答 に見 るか ぎ り、 テ レビ会議 を活用 してい る
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人 はいない。 『テ レビ会議は必要 ない』 という記述 も1件 あった。

② ス タン ド ・アロンで

自宅勤務 とい った場合、かな らず しもオ フィス とオンライン上でつ な

が っている とは限 らな い。 『コ ピー機 とパ ソコン さえあれば』 『休 日や

帰 宅後、 自宅で仕事 を』 とい うように、OA機 器 といって もスタン ド ・

ア ロンの機器、あ るい は使 用法 を挙げてい る人 もある。つ ま り、 自宅 を

孤 立化 したオフィス とみな し、必ず しも情 報通信 の必要 でない部分 の仕

事 を しているわ けで、 この ような仕事の形態はアンケー トに記入せず と

も多 くのサ ラリーマ ンが既 に実行 してい ると思 われる。

(3)自 宅 勤務 が不可能 な仕事 と理 由

いかに情報の ネッ トワークがあ っても自分の仕事 はホームオフィスや

サ テライ トオ フィスで はで きない、 とい う人の理由は大 き く分 けて二つ

あ る。一つ は仕事 内容 があ くまで も対人関係 を重視す る タイプの場合 、

もう一つ は会社組織 に起 因す る場合 であ る。

① 「実際に人 と接 する ところか ら仕事がス ター トす る」 とい うケース

『フェース トゥ フェースの情 報が主 なので』 『セールスエ ンジニア

に とってはマンツーマ ンのや り方 しかない』 『情報機器 は役 立つア シス

タン トに しかな り得 ない』 『眼のみか ら得 る情報 よりも、耳や鼻 や第六

感 まで心身の全て を使 って総合 的 に得る情 報の方が、情報入手後 の判断

を正確 に行 いやすい』 『営業畑 なので、直接会 った り会議 した りす る必

要が ある』 『マ ーケテ ィングの仕事 は、人 と人 との関係 の中か ら新 しい

こ とが生 まれ、一人で はで きない』一 いか に情報化 が進 んで も、人 と人

との触 れ合 いは機械 には任せ られない。人 間の情感 や感性 を大切 に し、

相手 に も伝 えてい くこ とはた しかに機械 か ら機械 の情報 では十分 にで き

ないか もしれない。相手 の顔 を見 て、肉声 を交わ しての話 し合 いは、 さ

らに情報通信 が高度化 されて も、軽視 され ることはないだろ う。
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『ソフ トウェアの 開発 な らで きるが、 シス テム を統括 してい く立場

として は、 打 ち合 わせ 、 レビュ ー、客 先 との交 渉 な どを行 うため に難

しい。全 ての企業 ・機 関 間でネ ッ トワー クが結べ る ようになれば可能

だろ うが。 』 とい う意見 にあ る ように、人 と人 との交流 が充 分で きる

ほどネ ッ トワークが きめ こまか な ものになれ ば、 もっ と可能性 は広 が

るだ ろうが。

②会社の組織上の問題

『社員が相手だか ら社 内での管理事務は会社でやらないとうま くい

かない』 『会社の方針で管理職はできるかぎり出社が義務付けられて

いる』 『在宅勤務 したいが、上司の理解が得 られない』一労働力は会

社に集中させるもの とで もいうような、旧来の会社の考え方、また社

員側の受け止め方からの理由であろう。

③その他の問題

次項にのべるようない くつかの問題から、在宅勤務は困難 と判断 し

ている人 もいる。これ らは今後、改善 されていかなければならない問

題である。

(4)問 題点と今後への展望

①メンバーの質

『的確な用語 ・叙述がで きないメンバーにや らせ ても上手 くいかな

い』 『連絡 をとるべ き相手が情報オンチだと、だれかに仲介をしても

らわなければならないので、よけい効率が悪 くなる』などの意見 もあ

った。情報通信の盲点 とで も言 おうか。OA機 器の使いこなしがビジ

ネス上の必要条件 となる時代の到来 を思う。

②環境がまだまだ未整備

『セキュリティ上、会社のネッ トは外か らつながらない』 『図面/

63



第3章"ハ イパーネットワーキング社会"へ 至るための問題点の整理

製品の状況/製 造現場の状況/写 真を含む報告書/ビ デオテープ情報に

基づ く判断 ・評価業務 を在宅で可能にするコス トパ フォーマンスの良い

メディアと会社の環境が整 っていない』 『各種情報が機械登録されてい

ればかなりの仕事が自宅などでで きるのだが、現状ではまだそこまで機

械化がすすんでいないので、原稿書き程度の作業 しかできない』また

『日本の住宅事情では自宅をオフィスにすることは無理。サテライ トオ

フィスの整備があれば……』という声もある。これらはすべて自宅やサ

テライ トオフィスで仕事することを積極的に考えながら、環境が整って

いないため果たせないでいるという意見である。

また、 『全ての企業 ・機関間でネットワークが結べ るようになれば可

能だろうが、現時点では、客先 との交渉などまではできない』 とい う声

に代表されるように、情報インフラの整備 を待望する声もある。

③個人 の意識 の問題

ホー ム ・オ フィス とい う言葉 を聞いた時、 どんなもの を思い浮 かべ る

だろうか?

「広 々と した専用の部屋 と、事務用家具や調度の整 った コーナー、必

要 なOA機 器 はすべ て設備 されていて__」 、多 くの人は このように受

け止め てい るようだ。 しか し、現在 の 日本の住宅事情で は、そんなスペ

ース を確保で きる人 は滅多 にいない。自分専用 の机 さえ持 てず、ダイニ

ングル ームの隅で ワープロを打ちなが ら会社か ら持 ちかえった仕事 を続

けてい る場合 さえあるだろ う。そ んなスペ ース で も、 その人が 自分 のホ

ーム ・オフィス と思 えば、 それはそれで良いわけだ。 もちろんきちん と

仕事 をするため の条件 は整 えなけれ ばな らないが、 まず制約の中で可 能

な形 で 自分の ホーム ・オ フィスを設計 し、次第 に仕事 しやす いスペース

に変 えてい くこ とはで きるだろう。

この ようなホーム ・オ フィスの捉 え方 、考 え方 の差異 が、将来のホー

ム ・オ フィス での仕事 の可 能性 を左右す るのではある まいか。新 しい形

の勤務 形態 を試行 するのは勇気 がいることではあろ うが、今 まで も仕事
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の持ちかえ りの経験が有る人は多いはずで、そう考 えるともっと気軽

になれるだろう。

④ 理想 のオ フィス像

『休 日に出勤 す る と仕 事 の能率が あが るので、(自 宅やサ テライ ト

オ フ ィス勤務 を)部 分的 に採用 してみた い』 とい う声 もあ った。電話

や人 々の ざわめ き とい った職場 環境 の 中で週 の大半 を過 ごす サ ラ リー

マ ンに と り、人気 のない休 日こそ、集 中 して仕事 に打 ち込め る 日とい

うわ けか。 そ して それ と同 じ環 境 を得 るには、身近 な 自宅や サテ ライ

トオ フィス を仕事場 とすればよい。

しか し日本 の住 宅事情 か ら言 えば、 自宅 をオ フィス と して活用 で き

る と言い切 れる人 は少 ない。特 に首都 圏 の会社 に通 勤す る こ とを原則

としてい るサ ラ リー マンに は至難 の こ とであ る。 ア ンケ ー トの 回答 で

も四 国の高松 や長 野 とい った遠隔 地 と東京 と を、FAXや パ ソコンで

結 んでの オ フィスの試み の例 が報告 され てい る。今 後 この ような形で

の オ フィス が全 国に散 らば り、 ネ ッ トワー クで繋 が ってい くことが予

測 される。

また、 『毎 日サ テ ライ トオ フィスでは な く、最適 な場所 で、 どこで

も同 じ環 境 で仕 事 がで きれ ば余裕 が生 まれ る』 とい う声 もあ った。 自

宅 とかサ テ ライ トオ フィス とい う固定 され た場所 で はな く、 自分 の仕

事 しやす い場所 、生活 に も仕事 にも快適 な場所 で仕 事が で き、 それが

根幹 で は会 社 と繋 がってい る ようなシステ ムがで きるこ とが理想 的な

オフィス像 と言 え るのか もしれ ない。

2.地 域や家庭 での人間関係に関する意識

(1)地 域や家庭 での人間関係に関する意識の現状

一アンケー ト調査結果のまとめ一
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質問3「 『ホームオフ ィス(在 宅勤務)や サ テライ トオ フィス勤務 が

定着 し、また通信 ネ ッ トワークが盛 んになる と、地域や家庭 で過 ごす時

間が増 え、地域 ・家庭 での人 間関係が変 わる』 といわれます。 それはあ

なたに とって好 ま しいこ とで しょうか。」 について は40名 の方 々か ら回

答 があ り、 それ らの意見 を整理 してみ る と、以下の ようになる(図 表 を

参照の こ と)。

①調査結果の定量的なまとめ

問3に 対 し、回答があった意見について全体的に見てみると、肯定的

な意見が27名 で全体の約7割 、否定的な意見(7名)や 中立的な意見

(6名)が それぞれ2割 近 くあった。

イ.肯 定 的な意見

まず、肯 定的な意見 であ るが、 これ も 「全面的 に好 ま しい」(全 面 的

に好 ま しい方向 に変わ る)と す る意見(19名 、48%)と 「部分的 に好 ま

しい」 や 「場合、条件 によって は好 ま しい」(部 分 的に好 ま しい方向に

変 わる)(8名 、20%)と す る意見 に分かれた。全 面的 に肯定す る意見

と部分的 に肯定す る意見 を合 わせ れば、7割 近 くの 回答者 が肯定的 な意

見 をもっているこ とになる。

肯定的 な意見 の内容 は 「好 ま しい(の 一言)」 とい う意見 が8件(20

%)で 最 も多 く、次いで 「自宅 にいる時 間が長 くな り、ゆ と りが持 てる」

(4件 、10%)と い う意見が多 かった。

ロ.中 立的な意見

次に、 「よい面 もあ るが、悪い面 もあ る」 、 「どち らとも言えない」、

「仕事の内容 に よる」、 「や ってみなければ、わか らない」 とい った中

立的な意見 は、 回答者 自身の無経験か ら 「わか らない」 とする意見や、

回答者 自身が 自分 の仕事 の内容や おかれ ている立場 を考慮 して回答 した

と思わ れる意見 が比較 的多 かった。 これ らの意見 について も全面的 なも
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のや部分 的な ものに一応分 けてみ たが 、挙 げ られてい る意見 を見 れば、

どちらか といえば、否 定的 な意見 に属す るもの と思 われる。

ハ.否 定的な意見

否定的な意見についても、全面的に否定する意見や部分的に否定す

る意見に分けてみた。全面的に否定 した意見 は 「(現状では)な かな

か難 しい」 とする意見が割合多 く、暗に 「今後、諸条件が満たされれ

ば、好ま しい状況は期待で きる」 ことを示唆する意見は少 なくなかっ

た。全面的に否定する意見の 「全然好 ま しくない」や 「悪である」 と

する意見は2件 程度であった。

部分的 に否定する意見は、上述の 「部分的に好ま しい」や 「場合、

条件 によっては好 ましい」を裏返せば同様の意見 とも考えられるが、

回答意見のニュアンスの違いを集計分析者(筆 者)な りに解釈 して区

分 した。

②調査結果 の定性的 なま とめ

次 に、 人間関係 が変 わ るとか、変 わ らない とか とす る、 その内容や

理由 につ い てみ てみ たい。 回答 者 があげ た意見 をい くつか の グル ープ

に分類 してみ る と、多 い順 に、 地域 との交流 に関す るもの 、家庭や家

族 関係 に関す る もの、 回答 者本 人 の意識 改革 に関す るもの 、の3つ に

分 け られる。

イ.地 域 との交流に関する意見

肯定的なものであれ、否定的 なものであれ、意見 として挙 げられた

ものは、地域社会についての言及(指 摘)が 最 も多かった(16人 、40

%、 但 し複数回答)。

回答者 自身の住む地域社会 との関わ りのなかで述べた意見 には、ま

ず、肯定的にとらえたもの として 「在来の地域社会 と交流する機会が

増 えるとする」意見や、 「同 じ住宅地や付近に住む同業種や異業種の
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サラリーマンとの交流の機会が増えて視野が広まる」 とする意見が多か

った。このように、回答者の大半を占めると思われる会社員は、地域社

会との交流を通じて自己変革や意識改革、視野の拡大 を試みていこうと

する意向が伺える。

このように好ましい方向に向かうとする意見の一方で、交流の機会や

時間が増えるだけで、地域社会や家庭での人間関係が改善する、あるい

は好 ましい方向に向かうとは限らないとする意見 もある。その理由 とし

て、地域社会や家庭での人間関係やコミュニケーシ ョンも職場社会 とは

異質で多様な要素が絡みあっていることを挙げる回答者 もいる。

また、 「地域の人々が在宅勤務者にある種の偏見 をもたないこと」 も

必要だ と指摘する意見 もあった。さらにまた、在宅勤務でも、地域社会

と全 く交流せず、閉鎖的になっている限 りは、一般の会社勤めとなんら

変わ りなく、地域や家庭での人間関係の改善の余地すらないとする意見

もある。

ロ.回 答者本人 の意識改革 に関す る意見

次 に多 かった理 由は回答者 自身の意識改革 であ る(14人 、35%)。 在

宅勤務 やサテ ライ トオ フィス勤務 が定着 し、また通信 ネ ッ トワーキ ング

が盛 ん になる と、 「地域や家庭 で過 ごす時間が増 え る」以前 に、 まず回

答 者 自身が職場生活面 でゆ とりが増 え、 これまでに見 えなかった もの、

見 え に くかった ものが、視点が変わ る、視 点 を変 える ことで見 えて くる、

とい った意見 が多 く見受 け られた。ただ し、そのため には、い くつかの

条件 が必要で、その条件 の筆頭 と して 「自分 で 自分 の時間 を管理で きる

こと」 を挙 げている。

ハ.家 庭や家族 関係 に関す る意見

家庭での人 間関係 や家族 との関係 については、地域社会の中で包括的

に述べ られている場合 もあるにせ よ、予想 された よ りも指 摘や言及 は少

な く、挙げ られた意見 の中では、最 も少なか った(ll人 、28%)。 しか
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し、回答者が在宅勤務、サテライ トオ フィス勤務のいずれを前提 とし

ているかは不明であるが、そ ういった柔軟な勤務形態で家庭や家族関

係にゆとりができる可能性 については認めている。

ただ し、 「仕事場 としての家庭」については比較的否定的な意見が

多かった。例えば、 「在宅勤務では、仕事 とプライベー トのけ じめが

つけにくい し、緊張感 もな くな り、仕事の効率が悪 くなる」 という意

見が聞かれた。こうした意見の ように、現在の 日本の住宅事情 を反映

したもの もあ り、このほか 「在宅勤務の成否は仕事場のスペースが確

保できるか否かできまる」 とする意見 も見 られた。

(2)現 状把握から得 られた知見と今後に残 された課題

①現状把握から得 られた知見

今 回の意識調査は、会員の大半がビジネスマンであるSASの 会員

を対象に したものであ り、その調査の結果、在宅勤務 とか、サテライ

トオフィス勤務については、それな りに、それらの勤務形態について

認識 されている方々が少な くなかった。そ してハイパーネッ トワーキ

ング社会の到来を好意的に とらえている回答者が少なくとも全体の7

割近 くいることがわかった。また分散 オフィスの導入を日本の従来の

大部屋型の職場、仕事場か らの脱 出の好機 にしたいとする意向が うか

がえた。

内容的には、地域社会 との交流 を通 じて意識改革や視野の拡大 を試

みていこうとする意見が最 も多かった。 とくにサテライ トオフィスに

ついては、 「こちこちの会社人間」が、都市社会のなかにある企業拠

点から住宅地を中心 とした地域社会に回帰する手がか り、糸口、 さま

ざまな人々との交流 ・ネ ットワークの拠点、手段 として考えてい るこ

とがわかった。

しか し、他方では、交流の機会や時間が増えるだけで、地域社会や

家庭での人間関係が改善する、あるいは好ま しい方向に向かうとは限
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らない とす る厳 しい指摘 もあ った。'

次 に多か った意見 として、 「地域 や家庭で過 ごす時 間が増 える」以 前

に、 まず回答者 自身が職場生活面で ゆ とりが増 え、これ までに見え なか

った もの、見 えに くかった ものが、視 点が変 わる、視点 を変 えることで

見 えて くる、 とい った意見が多 く見受 け られた。

家庭や家族 との関係 についての意見 は、地域社会 の中で包括的に述べ

られている場合 もあるにせ よ、予想 された よりも少 な く、挙 げられた意

見の 中では最 も少 なかった。 もちろん、柔軟 な勤務形態 に より家庭 や家

族関係 にゆ とりが で きる可能性 につ いては認 めているが、 「仕事場 とし

ての家庭」 につい ては比較的否定的 な意見 が多 かった。

前 者につ いては、回答者の経験 の少な さか ら くる もの もあろう し、後

者 については、 日本 の住宅事情か ら くるもの もある と思 われる。しか し、

全体 的に見 れば、回答者 の多 くが、柔軟な勤務形 態の一 つ としての在宅

勤務 を、現 実の問題 として家庭や家 族 との関係 で とらえてい く段階 には

至 っていない ように も思われた。

なぜな ら、在 宅勤務 を中心 とす る米国型の テ レコ ミューテ ィングの 日

本 へ の導入 におい て、 日本 の企業の労働慣行や住宅事情 によ りテ レコミ

ューテ ィングのバ リアン トとしてサ テ ライ トオフィスが考 えられた よう

に、今 回の調査結 果か らも、同様の事情 を読 み取 るこ とがで きるか らで

ある。即 ち、大半 の回答者の意識には、「一般 のサラ リーマンにとって、

サテ ライ トオ フィス勤務がせいぜ いで、在宅勤務 は主婦、女子や 自営業

者 の勤務形態 である」 とい う認識がその背景 にはあ るように思 えるか ら

であ る。

②今後に残 された課題

さて、以上の調査結果やい くつかの知見から、残 された課題 と言 うか、

四つの問題提起をしてこの節 を終えることにする。

イ.一 つ目は、個人 の 自分管理につ いては、言 うまで もないことだが、
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長い間、職場で上司や時間に管理されてきた人間が自分で自分の時 間を、

生活 を、仕事 を管理することになる。言 うほど簡単ではな く、よほ どの

訓練 と能力 を必要としよう。 これに関 して日本の従来の労働慣行の功罪

は大 きい。これらの労働慣行の見直 し、改善を含 むこの種の調査研究が

望まれる。

ロ.二 つ目は、個人の意識改革、視野の拡大の問題であ る。見 えなか

ったものが見えて くる。 と言 うことは、アイデア出 し、研究開発 の面で

はよいが、地域や家庭に入れば、相手にも同様の効果が期待される。長

所、欠点両面が見 えて くるとい うことである。三つ目の家庭の問題 とも

関わるが、特に、在宅勤務でのス トレスの問題は、勤務者 には知的生産

性を低下させ るばか りではな く、本人や周囲の家族に精神衛生上のなん

らかのダメージを与えることが予想 される。この種の問題 は職場 のそれ

とは違 った意味で複雑な人間関係上の要因が絡み、その解決には困難が

予想されるので、この種の調査研究も望まれる。

ハ.三 つ 目は、家族 との 関係 であ る。 「亭主 、元気 で 留守が いい」

とい うコマーシ ャルに象徴 され る ように、父親抜 きの疑似 「母子家 庭」

に、 い きな り、父 親が 帰 って きた ら、家庭 ・家族 内に どの ような イン

パ ク トを及 ぼす だ ろうか。 ま してや、1日 中家 のなかで仕事す る。 こ

うな ると、本人 、家族 と もに近所 に気 を使 うようにな る。 こう して地

域社会 がか かわ り出す 。 これ は、会社勤 め をや めたOLや 主婦 が 家庭

に戻 り、 自宅 で仕 事 をす る場合 、 また、 定年 退職 の場 合 も同様 の こ と

が言 えるの ではない か。 中年離婚 、高齢離婚 とい った問 題 とも無 関係

で ない ような気 がする。 この種 の調査研 究 も望 まれる。

二.四 つ目は、地域社会の人間関係である。地域社会 といって も新

興の住宅地 と在来の市町村 とでは多少様相が異なるであろう。 しか し、

基本的には、地域社会 には 「村社会」一地域 なりの論理 とか掟、支配
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関係がある。血縁、地縁支配の強 い社会である。企業社会以上に年功

序列社会で隣組社会でもある。

3区 分意見の分布図

肯定的意見 中立的意見 否定的意見

27人

(67.5%)

6人

(15.0%)

7人

(17.5%)

全面的
肯定
部分的
肯定
全面的

中立
部分的
中立

全面的

否定
部分的
否定

19人

47.5%

8人

20.0%

4人

10.0%

2人

5.0%

3人

7.5%

4人

10.0%

図

全面的否定

7.5%

部分的中立
5.0%

全面的中立

10.0%

中立的

意見

15.0%

否定的意見

17.5%

部分的否定

10.0%
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この よ うな地域社会 の なかで、 町内の 、向 こ う三軒両 隣 の干渉 と共

存 して、仕事 を してい くのは、言 うほ ど簡単で はな い。回答 者の幾人

かが指摘 してい る ように、 「地域 のひ とも在 宅勤務 者 に偏 見 をもたぬ

こ とが必 要 だ」 し、 「地域 の ほ う もい ま一 つな じみが 薄 い」 の で、

「地域 や家庭 との交流 の機会 ・時 間が増 えたか らい ったそ う簡単 に、

人 間関係 が改 善す る とは限 らな い」 とい うもの であ る。例 えば、 「週

休2日 制で平 日に休 んだ ら、 近所で、 首 にな った とい う噂 が でた」 と

い う笑 えない話 さえある くらい である。

いず れに して も、地域社会 と共存 した在 宅勤務 、 ホ ームオ フ ィス、

サ テライ トオ フ ィスの あ り方 に関す る調査研 究が今後 よ り一層 望 まれ

る ところである。

3.新 しい ネ ッ トワ ー クに 関 して の意 識

「情 報機器 やネ ッ トワー キング に よっ て、会 社 とは違 った"縁"が で

き、能力発揮 の場が増 え た り、 また独 立 も可 能 になる」 との考 え方 につ

いて30～40代 のサ ラリーマ ン40名 に聞いた。

① 会社 での職縁 とは少 し違 った 「縁 」 がで きる。

そ うい う可能性 があ る、あ るいは否定 しない を含 めて86%の 人が肯

定 している。

一 方で、情 報化、情 報技術 の活用 と縁 は別物 だ とす る考 え方が14%

あ る。情 報技術 は手段 であ るとい うの が主 たる理 由であ る。 もっ とも、

YESと した人 も多 くは情 報技 術 の側 面 はや は り手段 と考 え てい るの

ではないか。

血縁 、地縁 、学縁 とい った従 来か らの縁 に加 えて、職縁 か らも個 人

的人脈(ネ ッ トワー ク)は 形成 されるが、 情報機 器、特 に端末 の高機

能化 、小 型化 、軽量化 、携帯性 向上等 か ら個 人 の情 報環境 武装 が容易

になる こ と、それ らに よる相互 コ ミュニ ケー シ ョンが図 られ るこ とに
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より、いわば 「電縁」とでも呼ぶべ き縁ができ、新たな個人的人脈(ネ

ットワーク)が 形成される可能性が高い。

その可能性実現のための要件 として多 くの人が指摘 しているのは、

「オフラインでの信頼関係の構築の必要性」、 「アフター5等 の個人の

時間が確保できる社会の実現(真 の時短)」 、 「生活中心の考え方への

移行」等である。

②新たな能力発揮の場が増える。

情報機器やネッ トワーキングによって、新たな能力発揮の場が増える

と考える人は全体の78%、 新たな 「縁」ができるとした人の90%に のぼ

る。

ただ、そのためには個人が情報環境武装 し、ライフスタイル、 ワーク

スタイルを変革 していくことが必要であると多 くの人が指摘 している。

その要件 としては、 「主体的な行動がで きること」 「自ら求めるタイプ

の人であること」、 「会社での仕事以外での能力の発揮(政 治、宗教、

趣味等)」 、 「会社での仕事に還元、寄与される能力の発揮(必 ず しも

プライベー トライフのみでの能力発揮に限定することはない)」 などが

挙げられている。

一方で
、縁ができるのと能力発揮は別問題 とする人が10%い た。それ

は、即ちこれらの要件にあるように、所詮は個人 自身が変革 しないかぎ

り能力発揮につなが らないことを言っているのであって本質的には同 じ

見方 と言えよう。

個人が情報環境武装 して、どう変革するべ きか。企業の内外で も専門

分野の役割分担 を変えていこうとする トレン ドがあ り、経営面からも従

業員個人の価値、能力 を最大化する価値観に変ってい くことが要請 され

ていると思われる。そうい う中で我々は、企業内外での、地域での、国

際社会でのさまざまな変化に対する感受性を高めること、自分が主体的

に行動するための仕掛けを持つこと、そ して情報の活用(受 発信)能 力

を向上させることが必要だと考える。ネットワーキングによる縁の支援
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の も とで、 自分 の能力 、 ライ フス タイルに応 じた生活 行動 を展 開す る

こ とこそ新 たな能力発揮 の場 と機 会 を増 やす こ とにつな が るの で はな

いだろうか。

③独立 の可能性は否 定 しない。

以 上の結果、仕事 面 で も独 立す る人 が増 える 可 能性 が あ る と したの

は全 体の64%、 能力発 揮 の場が増 える と した人 の80%い た。 ただ、可

能性 がある と した人の ほ とん どは 「一部の人 に限 られ る」 と して いる。

一 方、独立 して仕事 をす るの は別次元 の こ と、あるい は独 立 には もっ

と別 要素が卓越する とす る人が20%い た。

結局 、情報化 、情 報技 術 、ネ ッ トワーキ ングに よ り新 た な 「縁 」 が

で き、能力発揮 の場 が増 え、独立 も可能にな るだろうとす る人 は64%、

全体 の三分の二になる。

現 にネ ッ トワーキ ング に よって独 立 して活躍 してい る と答 えた人 が

3名 いた。支持 意見 と して は、 そ うい う傾 向 は社 会の多様化 、 ス トッ

クの増大の面で好 ま しい とす る ものが ある。

ただ、独 立 には経 済性 の裏付 けが必 要であ り、そのた め には知恵 が

お金 で評価 され る社会 にな るこ と、 それ を支 える制度 の整備 が必 要 で

あ ると指摘 してい る。

独 立は一部 の人 に限 られ る とい うのは、独 立 の対 象 となるのは創造

的 ワー クに限定 され る、高 度 な専 門技術、特種技術の保有 が必須 条件 、

スモールビジネスが 中心 になる と多 くの人 が指摘 してい るか らであ る。

企 業の側 か ら見 る と、従 業員 個人 が情 報環 境武装す る こ とに よ って

自己変革 し、新 たな能力 発揮 の場 を求め てい るの に、 そ うい う人 達の

ヨコのつなが りに よる 自然発生 的 、 自己増殖 的 アクシ ョン を経 営 に取

り込 めない場合 、企 業 と個 人の 間に価 値観 の ミスマ ッチが発 生 し、結

果 と して会社へ の ロイヤ リテ ィが低 下 し、独 立 の可 能性 を生ず る こ と

になると考 え られる。
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④2つ のモデル

さほど多 くない人達のアンケー ト結果からかなり強引に考察すれば、

新 しい情報技術やネットワーキングがもたらす変化は次の2つ のモデル

(またはスタイル)を 生むと考えられる。

<モ デル1>

第一のモデルは、情報機器、ネッ トワーキングにより従来の縁 とは異

なる新たな 「縁」 を作 り、会社でのパワー発揮 とは別次元での能力発揮

をすることにより自己実現に寄与 し、自己の能力を開花するパ ターンで

ある。既存の企業がそ ういう人達をうまく取 り込めるように変っていけ

ば企業の内外において も情報環境に対 して変革 した個人の活躍の場は増

える。

このモデルは、仕事の性格上独立は困難な人達において、「仕事中心」

の生き方から 「生活中心」 と並立 した二元的共生型の生き方をとること

を可能にするモデルである。仕事の上での刺激だけではなく、仕事外で

の外部からの刺激、仕事 を離れた人間ネットワーキングを求める人達の

モデルである。やはり、実質的な労働時間の長さが課題であ り、毎 日の

アフター5が 本当に個人の時間になっていかないと、このモデルの実現

は困難であると思われる。

<モ デル2>

一方第二のモデルは
、企業や大学、研究機関等で専門技術、専門分野

に卓越 した知識と経験 を持ち活動 している人達において、自ら主体的に

求めて行動する人が、企業の内外 での役割分担の変化の中で、スモール

ビジネスの芽を見つけ、事業 として独立 し成功 していくパターンである。

このモデルは、小さな会社、集団で した方が効率的な仕事、創造的、

分散型の仕事 をしている人達が率先 して情報武装 し、企業内外でのネッ

トワーキングを積極的に遂行 し、自己の主体性 を高めることにより実現

可能なものである。
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4.サ ラ リーマ ン達の描 く退職後 のイメー ジ

サ ラ リーマ ンの描 く退職 後の イ メージ につい て 「あ な た自身、退職後

の事 な ども考慮 した うえで、 これか らの ワーキ ングス タイルや ライ フス

タイルに関 して、 どの ようにお考 えにな ってお ります か?」 とい う質 問

を行 な った。

自由 回答形 式 のため か色 々な考 えが記 され てい る。 回答 を退職後 にや

りた いこ と とい う観点 か ら分析 した とこ ろ、や は り仕事 に関す る答 が最

も多 く、これ に続い てボ ラ ンテ ィア、 地域 活動 、趣 味、 スポー ツの順 で

あ った。 そ してネ ッ トワークに関す る回答 も40人 中13人 とかな り多 か っ

た。 ア ンケー トの対象 が主 として30代 及 び40代 のSAS会 員 であ ったた

め と思 われる。以下 退職 後や りたい こと、退 職後 のための準備 、 ネ ッ ト

ワーキ ングの イメー ジ及 び考察 に項 を分けて よ り詳細 に説 明す る。

(1)退 職後 や りたい こと

①仕事

何 らかの形で仕事 を続けたい と考えている者が大部分である。例 え

ば、 「現在の職場 に依存 しないで も、ある程度経済的に支えうる仕事

の場 を確保 したい」 、 「生涯現役で活動 したい」、 「仕事が遠隔地に

なっても、 ネッ トワーキングで大部分解決つけたい」、 「できれば退

職前に田舎 に戻 り、 自分の地盤 を作ってそのままその地域で老後の生

活(仕 事 を含めて)を 過 ごしたい」、 「退職 しても、恐 らく今の仕事

を続けていると思 う」、 「現在は企業のオーナーのため、退職 という

概念はなく、生涯現役 のつ もり」などの意見や希望である。

仕事を続けたい

スキルを磨 く

生涯現役

仕事の効率化

(11人)

(6人)

(1人)

(1人)
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② ボ ランテ ィア

上述の ように、退職後 も仕事 を続 けたいと思 ってい る反面、現在 が仕

事 中心 で地域 に対す る貢献がお ろそか になっているためであ ろうか、か

な りの者が ボランティア活動 を しよう と考 えている。例 えば、 「退職後

は、環境問題、技術 開発、教育問題 などを多面的 に協力で きるだろ う し、

またボランタ リ活動 もや ってい きたい」、 「地域のボ ランティア(港 区

は外 国人が多いの で国際交流で)を してい る」、 「ボ ランティア と して

の参加時 間を退職後 はふやす」 などであ る。

ボランテ ィア活動 に関わ りたい(6人)

③ 地域活動

地域活動 に関 して もボランティア と同様 に意識が高い。

「退職後 は、郷土史の読み なお し、音楽鑑賞、スポー ツ、散歩 、地域

活動への参加 な どフリーに生 きたい」 、 「約10年 ち ょっと、 このまま突

っ走 るつ も りだが、その後 は もう少 し地域 の為 に何 かや ってみたい」 、

「趣味や地域活動 、学校 関係 な ど、 幅広 く縁 を広 げてい きたい」 、 「港

区は外国人が多 いので国際交流 で地域 のボ ランテ ィアを してい る」 な ど

である。 しか しなが ら、 「地域密着型 の発想 は、とて も東京的だ と思 う」

とあるように地域 の ことを考 えるのは、地方 または地域 という概念 を持

つこ との少 ない東京人特有 なこ とではないか とい う指摘 もある。

地域活動 への参加(10人)

田舎で暮 ら したい(3人)

地方で仕事 を したい(2人)

④趣味

現在が仕事中心で他のことになかなか時間を割けないためか、退職後

はなにか趣味をやってみたいと思う人が多い。今まで仕事中心できて突

然 に趣味を中心または生きがいとした生活に変えることができるかどう
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か は疑問 ではあ る。今 回 のア ンケー トは主 と して働 き盛 りの者 を対 象

と したため であ ろ う。退職後再 度仕事 につい た方の意見 に 「準備 した

もの は何 に もならない。無駄。 退職後 社会 に しがみつ く心は一寸 考 え

もの。今迄会 社 に しがみつ いて来た延長線 上 に良 いこ とは生 まれない。

春 に準備 した もの は冬 に は役 に立 たな い」 とあ った。退 職後 の生 きが

い な どとい うの は大 上段 に構 え た質 問で はあ るので、他 の機 会 に焦点

を絞 ったア ンケー ト調査 を行 な うの も一法 であ ろう。

趣 味 に関す る意見 と しては;

「必ず しも地域 に密着す る必 要は ないが、気 の合 った仲 間を見 つけ、

老後 まで長 く興 味 の もて るテー マ を共 に勉 強 した り、楽 しんだ り した

い」 、 「65才 まではオ フ ィス 中心 の生活 だが 、以降 は郷土 史の読 みな

お し、音楽鑑 賞、 スポー ツ、散 歩、地 域活動 へ の参加 な どフリーに生

きた い」、 「山が好 きなの で山の 中で仕事 が で きれ ば幸福 であ る」 、

「オ ペ レッ タを楽 しみに してい る」 、 「会社 人 間で はな く、会 社 も、

家庭 も、友人 関係 も、趣 味 も トータル にバ ランスの とれた ライ フス タ

イル を作 って行 きたい」 、 「仕 事縁 だけ でな く趣味 や地域活動 、学校

関係 な ど、幅広 く縁 を広 げてい きたい」 な どである。

趣味 に関心があ る(7人)

⑤ スポーツ

趣 味 のひ とつ であ ろ うが、健康 の問 題 も絡 んでい る と思 われ るスポ

ーツに関心 を持 つひ ともある。

⑥勉学

いろんな勉強 をしておき退職後の準備 を しておこうという意見が多

い。また退職後 も勉学 をしたいという意識 を持 っている。

例 えば、 「退職後 も自宅でできる専門的な作 業をこなせるスキルを

身に付けておきたい」、 「来世紀は、 これまでの常識が通用 しな くな

る。何事 において も可能性を追求で きるような準備 をしてお くことが
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ポ イン トである」 、 「自分 の技術 ポテンシャル を高 め、次のス テップで

はそれ を欲 して くれる人/集 団 と共存繁栄で きれば と考えてい る」

⑦ その他

アンケー トが 自由記入方式 であ ったためバラエテ ィに富んだ回答 が得

られている。

「情報通信 機器 を充分 に活用 し、国際的な ビジネスの展 開 を必 要最低

限の費用 、人数 で行 なってい きたいを考 えてい る」 、

「健康 と他人 か ら存在価 値 を認め られ ること。これが基本 だ と考 える。

忙 しくすることが大切。」

「それまでの蓄積情報 を活用す るライフス タイル と したい」 、

「一刻 も早 く仕事 に振 り回 され る人生か ら抜 け出 したい」 、

「仕事 は一つ の自己実現の手段 にす ぎない」、

「仕事以外 にや りたい事が あった らいつで もそれが で きる ように仕事

を通 じて資金、情報、人脈 などの準備 をしてい くつ も り」 、

「自分達で働 く道 が開かれ ることは自分 に とって も楽 しい」 、

「残 り10年 間 に、退職後 の ことを考えて、勉強 と、実績作 りと売 り込

みをや りたい と思 う」、

「仕事の中身 と役 割 はどん どん変化 す る」、

「仕事の対 象 となる空間 とは連 続するが一体 に させ るつ もりはない」、

「今か ら準備 して おきたい。や りたい ことはた くさんある」、

「出来 る限 り働 く時間 を減 らしたい」 、

「10年単位 で 目標 とす るライフス タイル を描 いてい る」、

(2)ネ ッ トワ ー キ ン グの イ メー ジに つ い て

全体 的 にみて ネッ トワー キングに対 す る関心 が大 きい。既 にパ ソコン

通信 な どを利 用あ るいは体 験 してい るひとが多 いためであろ う。

ホー ムオフィス(在 宅勤務)、 サ テライ トオ フィス 、 リゾー トオフィ
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ス に言及 してい る人 もあ った。

「気 の合 った仲 間 を見 つ け、周 囲 に発信 した りす る生 き方 を早 く定

着 させたい」、

「情報 通信機器 を充分 に活用 し、 国際的 な ビジネス の展 開 を必要 最

低 限の費用 、人数で行 なってい きたいを考 えている」 、

「退職後 、 田舎 で生活 す る とすれ ば、都市 との情 報交換 ネ ッ トワー

クを介 してで きればあ りが たい」、

「若い時代 は仕事 を選 ばず ネッ トワー クと信頼 を広 げる」 、

「よ り各種 メデ ィアを有効活 用 して仕事 の効率 化 や情 報の収集 、活

用の高度化 を図 りたい」、

「仕事 が遠 隔地 にな って も、 ネッ トワーキ ングで大部分解 決つ け た

い と思 ってい る」 、

「世界 的 な問題 、環境 、人 口、飢餓等 具体 的 プ ロジ ェク トをすす め

る上で コミュニケーシ ョンは必要であ る。通信 コス トの低減 を求む。」、

「自立す るため のハ ー ド、 ソ フ ト面 での準備 は、 自分 だけでや って

も駄 目で、本来 のネ ッ トワー クが必要」、

「仕事 以外 にや りたい事 があ った らいつで もそ れがで きる ように仕

事 を通 じて資金、情報 、人脈 などの準備 を してい くつ もりである」 、

「自分 の技術 を欲 して くれ る人/集 団 と共存 繁 栄 で きれば と考 え て

い る」 、

「仕事縁 だけで な く趣 味や地 域活動 、学校 関係 など、 幅広 く縁 を広

げてい きたい」 、

① メデ ィアについて

退職後 とは言 って も60才 と80才 で は使 えるメ デ ィア も異 なるであ ろ

う。 また 同年代 で はあって も情 報 リテ ラ シー には個 人差 があ るので、

全体 的 にみ て メデ ィアはな にが好適 か考慮 す る必要 があ る。更 に は健

康 状態 によっても、使 えるメデ ィアは違 って くるであ ろう。

退職後 に有効 な メデ ィア と考 えられ るのは、紙 、郵便 、電話 な どの
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コンベ ンシ ョナル なものが主 で、FAXや パ ソコン通信 、マル チメデ ィ

ア、ISDNが な じむ には情報 リテラシーの点で大 きな障壁が あるよう

だ。

情 報 リテ ラシー には個 人差 が若い人 々 よ り大 きいので、ネ ッ トワーキ

ングは限 られた範囲 になるであ ろう。

②情報について

ネッ トワークに乗せる情報もかな りバラエティに富むものと予想され

る。退職後 とは言っても、その人が有する情報や経験あるいは価値観、

人生観が個人によって極めて異なるので、必要なまたは関心のある情報

分野は色 とりどりであろう。

③地域的要因

退職後 は田舎 ・地方に住みたいという意見が多いが、これもまだ若 く

て健康 だからそう考えるのであろうとも思われる。年齢を重ねるほど誰

にも健康問題が出てくる。従 って医療機関やサービスシステムが整った

場所の方が住むには良いであろうから、田舎 よりも都市の方が好適であ

ろう。

逆に言えば物理的な移動が制限されて くるから、ネットワーキングが

重要となるかも知れない。

④経 歴的要因

それ まで にどうい う縁 を築 いて きたか にもネ ッ トワーキングのあ り方

は依存す るであろ う。会社人間、仕事 人 間 としての引 きず りに も影響 を

受 ける。例 えば元校長先生であ るな ら、 その地方で は名士 と して知 られ

てお り、ある団体 やネ ッ トワークに参加 しようとして も、経歴 に合 わな

い、ふ さわ しくない等 と本人が思 った り周 囲か らその ように見 られた り

するので、障壁 がで きて しま う。その ような経歴 的要因を取 り除 くため

には、 フェース ・ツー ・フェースで はないパ ソコン通信 やマルチメディ
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アなどが可能性を秘めている。

⑤ コス ト ・経済的要因

退職後 には収 入 も限 られ るで あ ろ うか ら、 どんな形 態 のネ ッ トワー

キ ングであれ、 これに回せ る費用 に も制限があ る。

(3)考 察

退職後 については全体的 に言ってまだほとんどの人が漠然 として し

か とらえていない。回答者のほ とんどが30才 代40才 代であるか ら約20

年以上も先のことまで考 えておれないのかも知れない。またこの年代

の人は企業などでは働 き盛 りであ るから、退職後までも考える余裕が

ないのかも知れない。ある意味では考えても無駄 と思 うのかも知れな

い。回答の1つ に 「春に準備 したものは冬には役に立たない」 とあっ

た。

なるほど働 き盛 りの人 は身体的に悪いところもそ うはないであろう

し、仕事 にも恵まれているだろう。家庭にも恵まれているが、核家族

で年寄 りと同居 している人は少 ないであろう。 このような状況では、

退職後のことを具体的に、現実的 に考えることは無理があろう。退職

後について議論 をするのであれば、先ず現状把握即ち現在の退職者達

が どのように生活 しているのかをとらえることが必要であろう。

退職後は所得 が減るばか りでな く健康 なときには予想 していなかっ

た、あるいは頭のなかで考 えることはできても、実感 として理解でき

ない体の不調からくる精神的な落 ち込み もあるか も知れない。今回は

その点に的を絞ってはいないので具体的なことは不明である

今回のアンケー トでは、人生観 ・価値観 ・生 きがいについての議論

は全 く除外 してある。退職後のイメージであれば、この点を考慮 する

必要があると思われる。

例 えばそのキーワー ドとして;
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仕事?

健康?

家族?

趣味?

物?環 境?

正義?

子供?

勉強?

社会への貢献?

金?富?

宗教?

配偶者?友 人?異 性?

旅行?グ ル メ?ス ポーツ?

ボ ランテ ィア?...

など色々な ことが予想 される。

これ らの価値観 に基づ く老後の過 ご し方(即 ちライ フス タイル)及 び

そのためのネ ッ トワーキングは どうような ものが考 えられ るか をよ り詳

細 に検 討すべ きであろ う。
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第4章 ハイパーネットワーキング社会への展望

まとめ:情 報社会に日本 ぱ生 き延 びτいけるか

個 人 の創造 性(ク リエイ テ ィビテ ィ)を サ ポー トす る"ハ イパー ネ ッ.

トワー キング社 会"は 、今や 自宅 を拠 点 に したVAN(付 加価値 通信網)

や ノー ト型パ ソ コン、 マルチ メ デ ィア利 用 に よる営業マ ン支援 シス テム

とか、LANや ワークス テー シ ョンベ ース のCAD利 用 に よる研 究者支援 シ

ステム、 さらにはCDROMを 使 った マルチ メデ ィアやVR(バ ーチ ャル リ

ア リティ)利 用 に よる教 育 ・創 造支 援 シス テムな どの出現 に より身近の

もの とな りつつ ある。

この ハ イパ ー ネッ トワー キ ング社 会 では、1985年 の通信 自由化以 来の

新 しい情 報通信 メデ ィアの実用化 、ISDN(総 合 デジタル通信網)、 移動

体通信 の発展 と普及 が ます ます 進み 、豊 かな仕 事 と生活 の場が実現 して

い く。各 家庭 におい て も双方 向性 の情 報の検索 と加工 がで き、文字 ・音

声 ・映像 を統合化 して 自由に操作 で きるオ ブジ ェク ト指 向のマルチ メデ

ィアが ます ます発展 ・普 及 し、 ゆ と りと夢 の あ る生活が容易 に楽 しめ る

ようにな るであ ろう。ホ ログラ フィーの3次 元映像 で リアル な場面 を思 い

出す こ ともで きる し、 また実 物 と同 じような立体 感や遠近感 を実現す る

仮想 現実(バ ーチ ャル リア リテ ィ)の 中で空想 の世界 を味 わった り、異

質の人 との コラボ レー シ ョン を通 じ、 お互 いの知 恵 を結 集 した情報創造

を行 った りす る。また、 自宅 のマ ルチ メデ ィア端末 で世界 の旅行情 報 を

見 なが ら、海外旅行 の プ ランニ ング と手続 を した り、新刊 情報 を見 なが

ら画面 を通 じて読 んだ り、 図書購入 の手配な どを した りす る。

しか し、現 実 にはア ンケー ト調査 の結 果 で もわかる ように、ス ケジ ュ

ール管理 をす るための電子手 帳 を使 い こな して いる割合 も少 な く
、 名刺

管理 につ いて もデー タ入力 と更新 の手 間が かか る点 で、情 報機器 を使 う

人 は一部 しか見受 け られ ない。 この ように、 ハ イパ ーネ ッ トワー ク社会

の未来 と現 実 との間に まだ まだギ ャップが存在 するこ とは事実である。

現 実の 日本 の情 報社 会 につ いて客 観的 に見 てみる と、つ ぎの7項 目の問

題 点が考え られ る。す なわち
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1.心 社会 と情報社会交流の必要性

2.シ ーズ とニーズのギャップの問題

3.情 報システムデザインにおけるブレークスルー思考の必要性

4.環 境破壊型無価値情報氾濫の問題

5.情 報創造経営の必要性

6.文 化的距離と言語の壁克服の必要性

7.情 報流の物理的距離克服の必要性

以上の7項 目以外にも問題点はまだあると思われるが、本稿ではこの7

項目につき提案 も含め論 を進めていく。

1.心 社会 と情報社会の交流の必要性

現在、地球環境悪化問題が人類のみならず地球上の全生態の存続の点で

クローズアップされている。このような状態 に至った背景には、自我意

識に基づ く人類の身勝手 な情況認識が挙げられる。情報社会 と言われる

今 日、情報発信基地からの一方向の広告情報 などは洪水状態であ り、情

報伝達の原点 とも言える言葉によるコミュニケーシ ョンも口書に等 しい

ケースが非常に多い。これらもまた自我意識 に基づ く身勝手 な情況認識

により生 じたものである。情況認識は外的情況認識 と内的情況認識 とに

区分 され、前者 に基づ く人間の知識 としてのフローが行われる形態から

構成 される社会が情報社会であ り、後者に基づ く人間の感情 としてのフ

ローが行われる形態から構成 される社会が心社会である。外的情況 とは

各個人 ・人間組織 を取 り巻 く外的情況であ り、国内外の政治、経済、社

会環境情況、企業 との相互関連性のある株主、証券会社、取引先、地域

住民及び従業員の情況、個人と相互関連性のある銀行、学校、病院、知

人等の私的関係者などの情況を言い、内的情況 とは各個人の心理的情況

であ り、仕事、生活、人間関係、健康及び年齢、住宅等 に関 し心理的に

生起する精神的ス トレス、生きがい、満足または不満の感情 などに関す

る情況を言う。
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マサ チ ュー セ ッツ工科 大学 人工知 能研 究所 の創 設者 であ りこの分 野 に

おける著名なマーヴ ィン ・ミンスキーー一は、"TheSocietyofMind"の 書 の

中で、心が た くさんの小 さな プロセスが で きてい る社会 を"心 の社 会"

と定義 し、心 を構成 す る小 さな プロセスーつ一 つ を"エ ージ ェ ン ト"と

名づ けてい る。 このエ ー ジェ ン トは階層構 造 とな ってお り、下位 の"エ

ージェ ン ト"に は"作 り屋"の"エ ージ ェン ト"と"壊 し屋"の"エ ー

ジェン ト"が 存在 して 、 この下位 の"エ ー ジェ ン ト"同 士 が争 い を起 こ

して全体 のエ ージ ェン トの競争力 が弱 ま る場合 もあ る と してい るが、外

部情況 に対応 す る心 の 内部情 況 もまた前 向 きな潜在 意識 と後 ろ向 きの潜

在 意識 同士 の争 い を起 こ し、全体 と してチ ャ レンジマ イ ン ドが弱 まって

しまう。

従 っ て、情 報社 会 にお いては心社 会 とい うこ とも考 え、両者 を交流 さ

せ るような考 え方が必 要 であ る。 す なわち情 報社会 で行 われる コ ミュニ

ケーシ ョンは人間の心 の奥底 を揺 るがす ような感動 を与 える もの であ り、

この感動の広 が りが大 き くな ることを願いたい。

2.シ ー ズ とニ ー ズ の ギ ャ ップ の問 題

情 報処理の新 しい流 れ と して、 オー プンシステムの時代 に入 って きた。

オ ープ ンシス テムの採用 に よ り、LANな どのネ ッ トワー クもフ レキ シビ

リテ ィに構 築す る こ とがで きる。エ ン ドユ ーザーの手元 にはハ ー ドウェ

アメー カーや ソ フ トウ ェアベ ン ダー の各種 各様 の仕 様 に基 づ くパ ソ コン

や ワー クス テーシ ョンな どの端末機 が置 か れてお り、パ ー ソナ ルネ ッ ト

ワー ク を構 築 して リアル タイムにマ ルチ メデ ィア に より情 報 を双 方向 で

や りと りしようとして も処理で きないこ とが多 い。

本 来 な らば各 ハ ー ドメーカ ーや ソ フ トウェアベ ンダーが企 業の壁 を取

り除 き、ユーザ ーの 立場 に立 って標準仕様 を設定すべ きである。 しか し、

実 際 には他社 商品 に比 しユニ ーク差 を追求 す るあま り、 シーズ優先 で商

品開発が行 われて お り、ユ ーザ ーニーズ の真 の把握 が後 ろ手 に 回って し
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まってい る。 オー プンシス テムの潮流 は シーズ優 先の反省 を前提 とすべ

きである。実 際に売上増 大の ためのバ ージ ョンア ップや仕様 変更 のため

に機 能が増大 した もの の、ユ ーザ ーニーズ に合致 しないため商品在庫 が

発 生 した り、 ユーザ ーの方で も新 商 品 を買 った ものの不具合 点が あ るた

め、 ほ とん ど未使 用の状 態 にな って しまう とか、す ぐに処 理能力 の優 れ

て いるスペ ックの新商 品が発売 されたため、 まだ使 える手持 ちの商 品が

不 要 とな って しま うな どの問題 は頻繁 に起 きる問題であ る。 また 、 ダウ

ンサ イジ ング、 ア ウ トソーシ ング、マル チ メデ ィア、LANな どの情 報化

が進 み、 新 しい需 要が 開拓 された と して も、ユ ーザ ーニ ーズ に適合 した

ソフ トウェアの開発が遅 れ る とか、情報 サ ー ビス面での体 制が不備 の場

合 に もまた 、高額 の情報 投資 を したわ りには成果 が期待 で きぬ こ とに も

な りかねない。

従 って、今後 はハ ー ドウェア、 ソフ トウェア、及び情報サ ー ビス などの

面 につ ききめ細 かい アンケー ト調査 を した上 で、ユ ーザ ーの使 う立場 で

の評価 を リアル タイムで行 って、各 メー カーヘ フィー ドバ ックす る よう

な体制づ くりも必 要 だ と考 える。 この ような評価 シス テムが正 しく機 能

す るこ とに よ り、業界の体 質の 強化 に もつ なが り、無駄 な開発 競争 に も

歯 止 めが か か り、貴重 な人的資 源、物的 資源 の節 約 に もなる。 この よう

な観点 か ら、情報 社会 におけ る メー カーシ ーズ とユ ーザ ーニーズ の一致

の努力 を願 いたい。

3.情 報 システムデザ インにおけるブ レー クスル ー思考 の必要性

よく企業で構築 されている情報システムの機能 と実際の仕事の流れを調

査 してみる と、情報の流れが非常に複雑な乱流状態になってお り、 しか

も物の流れ と情報の流れが一致 していないケースが多い。さらに、情報

の実際の処理時間に比 し情報の停滞時間が極めて長いことが往々である。

分析の方式 としては、実際の仕事の手順 に従って使用 されている伝票類

とか帳票類 のコピーとかを巻紙 に貼 りつけた上、どの担当者が何時どの
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ような作業 を行 ったのかを書 き込んでい く手法 を用いる。最新のワーク

ステーシ ョンなどの端末機を使用 しているのにもかかわらず、いかに情

報の流れに無駄があるかが一 目瞭然にわかる。 この ような情報システム

デザイン上の問題は企業だけに限 らず、公共機関、医療 ・教育分野、旅

客サービス業務、証券会社の手続業務等、あ らゆるところに見 られる現

象である。

この ような情報流の乱れを整流化するためには、情報システムデザイ

ンにおけるブ レークスルー思考が不可欠である。すなわち、まず情報シ

ステム構築の本質目的 を段階的 に調査 した上で、あるべ き姿 を明確 に描

いた上で情報 システムデザインの企画を しなければならない。あるべ き

姿を描 く過程では特にユーザーも含めた参画巻 き込み方式の検討 を行 う。

特に、企業戦略遂行上の柱で もあるSIS(戦 略情報システム)に ついては

専門コンサルタン トによるSIS監査 を行い、本質的な問題点の明確化 とブ

レークスルー思考による企業の経営戦略アイテムの抽出をする必要があ

る。SIS監 査の視点 とその内容 を下記に示す。

(t)企 業の使命 ・目標の設定 と認識

企業の使命 や目標 はブレークスルー思考により決められてお り、その

使命や 目標 を達成するために情報システムデザインがされていなければ

ならない。そ して、全社員や企業の全関係部門がこの戦略情報システム

の目指す ところが企業の使命や目標及び 自己の業務における使命や目標

と合致 していることを認識 している必要がある。

(2)戦 略的企業風土

企業風土は他社 に比 しユニーク差のある戦略的なものでなければなら

ない。この企業が戦略性を保有するために、全社的な立場のみならず顧

客、取引先 も含め、あらゆる関係者を参画させた トータル的な視野か ら

の革新的アイデアの創出によるシステムづ くりが必要である。
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(3)SISの 戦略性

情報システムその ものが他社の追随を許さぬ強力な手段 となっており、

自社の経営戦略 を実現 させているものでなければならない。競合他社の

SISの戦略性 との比較 ・検討を行 うことはもちろんのこと、異質企業のSIS

戦略性 との比較 ・検討 も行った上で優位 な戦略システムを構築する必要

がある。

(4)戦 略立案支援の情報システム環境

意思決定に必要な情報蓄積 とコンピュータ支援による共感統合発想ツー

ル、これを支えるシステムエ ンジニア及び数量化理論等 を利用 した高度

な情報処理技術、データベースネットワークなどが完備 されている必要

がある。

(5)ユ ーザーニーズの把握

社外ユーザ ーのニ ーズ を的確 に把握 し、統計的 に解析す るシステムが構

築 され てい な ければ な らない。 ユーザーニ ーズ につ い ては定量的 ・定性

的 なニーズ を調査 項 目ご とに把 握 した上で リアル タ イムに解析 す る よう

にす る。 この場合 、 自社商 品に関す るユー ザーニ ーズ を把握 す るば か り

でな く、他 社商 品に関す るユ ーザーニーズ も把握 す るこ とが必要であ る。

例 えばPOS(販 売時点情 報管理)シ ステムの場合 には、売 れ筋商 品 日次速

報 、地域別 比較 、新 製 品に関す るユーザー評価 情報 、他社新 製 品情 報 と

販売 動向 な どのデー タか らユ ーザーニーズ をリアル タイムに把握 す る よ

うに してい る。

(6)ト ップによる推進体制の確立と組織体制

情報戦略を策定 しSIS構築を積極的に推進する トップマネジメン トの存

在が不可欠であ り、経営に密接 したCIOを 含む情報戦略策定部門がジェネ

ラルスタッフとして社長直轄 になっていることが必要である。 さらに、

情報戦略策定部門 とパ ー トナーシップをとる情報システム部が他の部門
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から独立 し、社長直轄部門や情報企画本部などに位置づけられている。

SISの 企画 ・立案はスタッフ部門が行い、情報システム部門はその支援 と

開発 ・運用を統括する。このような組織体系が円滑に機能 を果たすため

には、異質企のSIS構 築に関 し指導経験のある外部 コンサルタントの活用

も必要である。

(7)理 想追究のSISの 構築方法

SISの 構築の手順が明確にマニュアル化 されていることが必要である。

例えば、構築手順の第1段階の計画段階についてはシステム開発の長期及

び短期計画の策定と定期的かつ状況の変化 に応 じての見直 しをするとと

もに、計画の規模 ・重要性 を勘案 した承認ルールの確立 と実施、他業務

との整合性を考慮 した優先順位づけ とセキュリテ ィ対策が行われなけれ

ばならない。第2段階の調査 ・分析の段階では、調査対象 ・範囲 ・方法 を

明確化 した上でユーザー参画の もとで基礎資料の収集及び分析結果の評

価を行 うと同時に、内外の技術予測 と障害要因に関する事前の調査 ・分

析 を行 う必要がある。第3段 階の開発検討の段階では、必 要な資金 ・要

員 ・設備の確保と業務分担並びに責任体制の明確化、システム全体 とし

ての信頼性 ・安全性 ・効率性の確保 を しておく。その上で、複数案 につ

いての所要費用と効果についてブ レークスルー経営戦略公式 による定量

的な評価 と定性的な評価 もしておかなければならない。ブ レークスルー

経営戦略公式 とはあるべ き理想段階での効果を算出する戦略公式であ り、

概要 を示す と

アウ トプ ッ ト
SIS効 果= イ

ン プ ッ ト
×定性的側面

となる。ここでインプットは投資額 を初め調査分析、研究開発コス ト、

設計 ・製造 ・サービスコス トな どの所要費用総額であ り、 アウ トプット

は利益額である。定性的側面は戦略的価値 を評価 した結果 を数値化 した

ものである。インプッ トの費用 に対するアウ トプッ トの利益 を理想値で

算出 しておき、戦略的価値 は他社システムに対す る優位性 を指標化 した

93



第4章 ハイパーネットワーキング社会への展望

数値に して、この数値 を乗ずる。 この算出されSIS効 果が最も大きい戦略

案を最適案 として選択する。最適案についてはステップ1～5の 手順で

理想最適案のモデル設計をする。

ス テップ1

ス テップ2

ス テップ3

ス テップ4

ス テップ5

情報の静的構造設計

↓ ・

情報の動的構造設計

↓

情報構造の検証 と補完

↓

情報伝達網の設計

↓

理想データモデルの完成

4.環 境破壊型無価値情報氾濫の問題

コミック週刊誌、広告類、新聞の芸能記事などの印刷情報の中には青少

年の健全 な育成 に阻害要因となる環境破壊型無価値情報が多数存在 して

お り、無駄な級長印刷 という貴重なエネルギー資源浪費にもつながって

いる。現在地球環境問題がクローズアップ しているが、ハイパーネット

ワーキングの情報社会を目指す過程 で地球環境問題を取 り上げるの と同

様 に精神環境問題 を取 り上げる必要がある。む しろ逆に精神環境改善に

役 に立つ情報をデータベース化 しておき、教育 ・経営などの組織活動の

際に利用するとよい。無価値情報 をどれだけ収集 しても何 ら創造的思考

は行えぬが、価値情報を収集すればするほど情報同士 を共感統合するス

テップを踏むことにより価値のある情報創造が行える。

野中郁次郎の著書"知 識創造の経営"の 中で"知 の創造"に ついて述べ

てい るが、価値ある情報創造 とはこの"知 の創造"に ほかならない。す

なわち"知 の創造"の 基本にある暗黙知 と価値ある形式知 を組み合わせ

て、 さらに価値のある情報創造 を行 うようにする。情報創造 とは、既存
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の情 報 を組 み合 わせ 、新 しい意味 ・価 値 を生 み 出す こ とであ り、 このプ

ロセス を通 じて新 しい商 品、サ ー ビスの コンセ プ トや新 しいや り方 を創

出で きる。 デー タベ ース か ら抽 出 されたキーセ ンテ ンス や キー ワー ド同

士 の意味す る内容 を共 感統合 す る こ とに よ り発 想 の昇 華 が進み知 恵が生

まれ る。 この発想方式 を 「共感 統合 発想方式」 と言 うが 、 この方 式 は何

か新 た な価 値 を生み 出 した りとい う目的本質 を追究す るために、 目的本

質 を保 有す る と思わ れ る。必 要 デー タを分類 ・整理 され てある デー タベ

ースか ら抽 出す るこ とか ら始 め るので
、現状 の事 実 とか立場 に よ り発 想

が制限 され ることがない。

いず れに しろ、環境 破壊 型無価値 情報 の代 わ りに環境 創造型価 値情 報

の デー タベー スづ くりを進め る こと をまず第一 に考 えね ばな らない。例

え ば人 の生 き方 に関す るデー タベ ー スな らば 「積極 的行 動の習慣 化」 と

い う分類 のキ ー ワー ドと して次 の よ うなセ ンテンス をデー タベ ー スに フ

ァイ リング してお く。

①可能性 も運命 も自分で切 り開 く。

② 決 してあ きらめぬ意思があれば夢 は必ず 実現す る。

③ 人 間はチ ャ レンジ精神 を失 った とき老人 となる。

④ 心 に描 い た計 画 を強固な決意 をもって成 し遂 げる。

⑤ チ ャンス は座 して待 っていて も訪 れぬ。 ア タック して挑 む人 々だ け

が勝 ち取 れる。

⑥ チ ャンス は 自分 の外 に求 める こ とはで きぬ。た だ漠 然 と待 ってい た

ら一生 チ ャンスをつ かめぬ。

⑦ チ ャンス は頭脳 の 中にあ り、 自身の中 にある。 自分 しか掘 り起 こせ

ぬ。

⑧有言実行。決断 した ら必ず実行。

⑨ どんな小 さい こ とで も今 この瞬間 か ら自分の意 思で始 める。

⑩悪 い習慣 の方が 身 につ きやす い。 ほ とん どの場合 、怠惰 な習慣 が身

につい ている。
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この よ うな データ を端末機の画面 を見 なが ら共感 した もの をマーキ ング

す れば、 コン ピュー タプ ログラムに よ り自分 自身 の共感 した全 デー タが

統合化 されて、文 字情報 な らびにイ メージ情 報 と して ア ウ トプ ッ トされ

る と同時 に手 引書 が 印刷 され て手元 に出て くる。 この よ うにす る こ とに

よ り、真 に価 値 あ る環境情 報創造情報 が それぞ れのパー ソナ リテ ィーに

合 った書物 と して手元 に置 かれ 、役 立つ ようになる。す なわ ち書物 は与

え られ るので はな く自らつ くるのであ る。 また、 デー タベ ー スに よ り貴

重 なキー セ ンテンス を選 び だす こ とに より思 いが け ない ア イデア も生 ま

れるため、発想支援 のツール として も使 用で きる。

なお、事例 として 「いかに成功するか」の理想 イメージ図 を下記に示 す。

デー タベ ース は花 伝書 、論語 、"DynamicsofMotivation"、"企 画 ・計

画 ・実行 の法則"で あ る。
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「いかに成功するか」

の理想 イメージ図

①未来に向かって目的の目的

は何かと常に考える。

② つきを味方にしてチャレン

ンo

③反省を次に生かす。

①資質に加 え
熱 意 自身、

努力 、謙虚さ、

包容力 、継続

す ることを忘

れない。

②立てた目標を

得 られる情報

に感 謝 しなが

ら、意義 ある

ことに力 を集

中していく。

① 目標 とする人物像 を決
める。

そ して 、その人物像

を超 えることを目標 と

する。

②今発奮する。気力、感

激性 を失 わず に自己革

新をし続ける。

③ 自在観 をもって相反す

るもの を包み込 むこと

を習慣にする。

/dW
②目標を設定すると同

時に、目標実現に向

けて能力をフレキシ
ビリティに対応 させ

ていく。

C

D

①ベス トと思 われる

理想 の全体像 を描

く。

②現在 立つ位置 を確

かめる。

③潜在 能力の活用 を

図る。

④風 韻が漂うような

芸術性 のある人物

目指す。

①現在、過去、未来の時の
つなが りを考える。

②人に役立つようにする。

③他人に対 してもモティベ
ー トし、革新の人生 を歩

むように支援する。

④具体的な行動計画を立て

実行する。

⑤実行の過程での努力 とよ
い習慣の継続 ・反復 を忘

れない。

Aを 中心 に、B→C→D→E→F→Bと 循 環 した具体 的行動 をとる こと。
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最後に企業組織活動における環境破壊型無価値情報 を生み出している業

務 を示す。

(1)企 業組織活動における付加価値のない業務

付加価値のない業務とは、直接 ・間接作業のいずれにおいても行われる

作業がマネジメン トの目標 とする課題に対 し有意義な結果 を生み出さな

いとか、組織を取 り巻 く外部環境に対 し全地球理念から見て相反する結

果 を生み出す等の業務である。すなわち、

①定型的会議:

会議のための定型的会議、総論賛成で各論反対の会議、根回しのた

めの会議、 トラブル対応のための会議、一部の人 しか発言 しない会議

②定型的教育1

定型的教育スケジュールに従 って行われる教育、教育を受ける人の

立場に立たぬ押 しつけ教育、地球的理念に反する教育

③定型的資料の作成:

資料探 し、ファイリング、転記、計算、不必要な書類の作成

④地球理念に反する業務:

廃棄物につながる商品の販売 ・製造、資源の無駄な使用、スペース

の無駄な使用であ り、企業組織活動における業務分担別に記述すると

下記の項目となる。
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(2)業 務分担別革新阻害要因

No 財 務 分 担 項 目 阻 害 要 因

1 研究開発 デザ イ ンレ ビュー 打 合せ 、開 発 会議 、書 類準 備

及 び調 査 、 資料 作 成 、 見積計 算 、 品質 トラ ブル 対応

2 設備投資 回議書作成及び承認手続 き、設備投 資検討会議

設備投資計画の見直 し、修正 、投資計算

3 市場調査 市場調査資料作成、調 査結果検討会議

他社及 び市場環境に関す る資料の調査
一 〔

4 広告宣伝

'.

広告宣伝資料作成、広告宣伝効果、企画検討会議
、

他社の広告宣伝戦略に関す る資料の調査

5 製造 製造 準 備作 業 、製 造 トラ ブル 対応(部 品 調 達 、

段取 、教 育 、 訓練 、治具`乍 成)、 検 査 、証 人 、

梱包 、運 搬 、 リハ ン ドリ ング

6 人事管理 人事管理打合せ、業績評価資料作成、定型教育、

人事管理 トラブル対応

7

-一一

8

物流 物流管理打合せ、在庫資料作成、未稼働及び

死蔵品処理

財 務 ・経 理 管理 財務 ・経理管理打合せ、財務 ・経理管理資料作成
不採算対応検討

5.情 報創造経営の必要性

今はまさに創造の時代 であ り、企業 レベル とか個人 レベルに関係な く

創造力 を働 かせて進歩 していかなければならない。そのためには情報機

器支援 による情報創造 が好 ましい。ここでは企業の生産活動における情

報創造の進め方について記述する。

生産業務 における情報創造の進め方を大別すると、現状把握 をベース

にした情報創造思考 と生産業務のあるべ き理想の姿 をベースに した情報

創造思考 とになる。前者が現実観 とするならば、後者は理想観 と言える。
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現実観は常に現実を起点にするため、現実の悪さ加減の改良という対

応に追われ発想 の飛躍性が乏 しいのに対 し、発想されたアイテムは実現

可能なものが多い。一方、理想観 は常に理想のあるべ き姿を起点に発想

するため、他社 に比 し差別化 されたユニークで飛躍性のある発想 となる

が、発想 されたアイテム,の中には実現困難なものもある。従って、理想

観で理想のあるべ き姿 を描いた上で現実観で現在地点 を明確に し、現実

観 を理想観に到達 させる ような革新行動計画を立てることが望 ましい と

言える。

ここで、現実観、理想観、現実観 と理想観の組み合わせの3方式の情報

創造プロセスを図式化 して記述 してみる。 このプロセス図で示 されたア

プローチは企業経営に限 らずあらゆる組織活動にも適用できる。

5-1現 実観に基づく情報創造プロセス

1聯 把握 ト

↓

1・ ルービ・グ1

↓

1棚 関係図作成1

↓

レ ・・ク・… 基づ ・チ・・ク1

↓

蹴 ・真・追及1
1

↓

1 真・・… 鞠 発想1
↓

1… 基・・織 想1

↓

1発 想・・テ・の抽・1

↓

1価 値観・よる優酬 位付・1

↓

1行 動計画及び難1

↓

1行 動計画実施・進捗…-1

1

ブイー ドパ ツク

図1
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この プロセスは、問 題の事 実 を把 握 してか ら問題 の真 因 を解 明す るこ

とによって改善案 を立案 ・実施す るとい う現状 を起 点 とす るアプ ローチ

である。

(1)問 題点の把握 問題の事実をあ りのままに再現できるように

して把握する。

把握データは数値に基づ く定量データと言語

による定性データがある。

(2)グ ル ー ピン グ ①定量 データを言語で表現 し直す。

例 えば経営 分析 指標 同業他社 指標 か ら算 出 し

た基準 値、標準 偏差 をも とに偏 差値 に換算 し

た後、 その点数 を不 良、普通以下 、普 通、良、

優の言語 に置 き換 える。

② 言 語デ ータ をカテゴ リー分類 に よ り、関係す

る もの を1、 無 関係の を0と して分類 する。 カ

テゴ リー項 目は経営特性 を示す項 目で ある。

(例 一整流化、 フォー キ ャス ト精度 、 リー ド

タイムの把 握、 トップポ リシーの明確 、現状

把 握、 多種少 ロ ッ トへ の対 応、 能力 、成 果へ

の直結)

③ 各項 目の カテゴ リーの 出現頻度 を数量化 皿類

で分析 する

④ 分析結 果 を用 いて関連 項 目の グルー ピングを

行 う。

(3)相 関関係図作成 変数の固有値 をもとにグルー ピング結果の相

関関係 を検討 し、相関関係図を作成する。共感

と結合(止 揚 を含む)に より相 関関係部分の言
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(4)問 題 点 の キー ワー ド化

(5)キ ー ワ ー ドの チ ェ ッ ク

(6)問 題点の真因追究

(7)に 基づ く革新発想

(8)発 想アイテムの抽出

(9)価 値観 による優先順位づ

け

(10)行 動計画及び実施

語化をする。

相関関係図に示 される言語をもとにキーワー

ド(主 語+動 詞)を つ くる。

目標の レベルアップ及び全体最適化 と活性化

の2因 子 について、キーワー ドが現状管理 レベ

ル、改良レベル、創造 レベルのいずれかにある

かを見る。

相関関係図全体及びキー ワー ドチェック結果

で浮かび上がって くる問題点の真因を洞察する。

例 えば 「経営の人間力が創造 レベルになるよう

な努力が行われていない」 というように、すべ

てのキーワー ドの背後にあ る根本要因を明確に

する。

生産業務に関す る問題点の根本 をなす真因を

創造 レベルにするための発想 を行 う。

革新発想 を通 じ具体的な発想アイテムを抽出

する。

自社、経営者の価値観に基づ き発想アイテム

の順位づけを行 う。

抽出されたアイテムの優先順位づけを行った

後、行動計画表 を作成する。(考 えられる障害

と対策、達成段階と期限を記述する)
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(11)行 動 計画の進捗 フ ォロー 行動 計画表 コン ピュー タ管理 する こ とによ

り進捗 フ ォロー を タイム リーに行 うこ とがで

きる。

5-2理 想観 に基 づ く情報創 造 プロセス

理想 のビジョンのまとめ ∈

、'

目的リス ト作成

'

目的展開

、'

究極、着眼、次期着眼目的

、'

対概念キーワー ド化 と到達 目的との交差

、'

目的達成アイデア抽出

'

アイデ アのキー ワー ド化

、'

チェ ック リス トによるチ ェ ック

、'

価値観に基ずく優先順位

'

行動計画及び実施

Ψ

行動計画実施の進捗フォロー

1

フ ィ ー ドバ ッ ク

図2
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このプロセ スは、あ るべ き理想 の姿(ビ ジ ョン)を あ りあ りと描 いてか

ら問題 の 目的 をブ レークスル ーで理想 レベル まで展 開 した後 に実行対 象

の到 達 目的を決 め、行動計画 を企 てるというア プローチであ る。

(1)理 想の ビジ ョンの まとめ

(2)目 的 リス トの作 成

(3)目 的展 開

5年先、10年先等の生産業務 に関する理

想像 を描 く。

問題の 目的 を思 いつ くままに書 き出す。

在庫 削減の 目的→未稼働 品処 理、顧客 ニ

ーズ を満足す る製 品供給、 リー ドタイム

短縮、新製品見直 し、情報 シス テム構二築

(需給 シス テム)、 金利減少、利益 向上、

スペ ース削減、人員削減、物流 リス ト

ラクチ ャ リング、整 理整頓、工程見直 し

等

問題の目的を目的的思考により目的的展

開する。

在庫削減の目的

他社に比 しユニーク性のある社会貢献

↑

顧客ニーズを満足する製品供給、利益

向上

↑

新製品見直 し、情報システム構築(需

給システム)

↑

工程見直 し、物流 トラクチャリング

↑
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リー ドタイム短縮

↑

未稼働品処理、人員削減、金利減少

↑

整理整頓

(4)究 極、着眼、次期着眼 目的の決定

究極目的:他社に比 しユニーク性のある

社会貢献

着眼:新製品見直 し

次期着眼:情報システム構築(需 給シス

テム)

(5)対 概念キーワー ド化 と到達 目的の交差

対概念キーワー ドを選択 し、その対概念

キーワー ドの目的展開をする。

例 として、在庫削減の場合献立の見直 し

というキーワー ドを選択 し、目的展開 し

た後、到着目的と交差させる。

生涯現役 一新製品見直 し

↑

長生きをする

↑

健康を維持する

↑

栄養バランスをよくする

↑

体重 を減 らす、食費削減

↑
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献立の見直 し

この場合、新製品がすべて陳腐化 しない

ようなもの となる。すなわち永続性のあ

るものを開発するという目的が浮かび上

がる。

(6)目 的達成 アイデ ア抽出

対概念キーワー ド化 と到達目的 を交差さ

せて、浮かび上がってきた目的 を達成さ

せるためのアイデアをBS方 式で抽出す

る。

例)永 続性のある新製品の開発

照明器具、住宅用素材、教育用プログラ

ム、健康器具……

(7)ア イデアのキー ワー ド化

定性的、定量的な面か ら抽出アイデアを

絞 り込み、取 り組むべ きアイデアのキー

ワー ド化 をする。

例)21世 紀 に通用する工事用照明器具を

開発する

(8)チ ェック～行動計画の進捗 フォロー

現実観に基づ くタイプと同 じである。例

では、21世紀 に通用する工事用照明器具

を開発する体制を人間的側面まで絞 り込

んで検討 し、行動計画 を決め実施する。
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5-3現 実観 と理想観の組み合わせプロセス

現実感に基ずくアイデア抽出 ∈

、'

理想感に基ずくアイデア抽出

、'

アイデアの組合せ

、'

チ ェックリス トに よるチ ェック

、'

価値観に基ずく優先順位

、'

行動計画及び実施

、'

行動計画実施の進捗フォロー

1

フ ィ ー ドバ ッ ク

図3

この 方式 は現実観 と理想 観 念 に基づ いて抽出 された アイデア を組み合

わせ る もの で、 プロセス と して は(図1)、(図2)で 説 明 した各 プロ

セス内容 と重複 する。
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6.文 化的距離 と言語の壁克服の必要性

西洋 の文化及 び言語 と東洋の文化 及び言語 との間 には確 かに根本的 な違

いがある し、東洋の地域の中で も国 によ りそれぞれの違いがあ る。

ハ イパ ーネッ トワー キング情報社 会は 日本 だ けの ものでな く、それぞれ

の国が情 報の発信並 び に受信基 地 とな って コ ミュニ ケー トす る全体 最適

型 の情報社 会 にな らなけ ればな らない。逆 に、情 報 ネ ッ トワークこそ が

国 とい う文化 的距 離、言語 の壁 を超 え られ る もので ある と言 える。 そ の

意味 で、 フォ トCD等 を使用 したイ メー ジ処 理や 自動翻訳機等 は有力 な情

報 ツール とな り得 る。

人間に とって最終的 な万国共通 語は数字 とシンボライズされた図形 であ

る。 日常 会話 であ るとか物 質の呼称 、形 容詞 な どを数字 と図形 の組 み合

わせ に よ り標準化 すれ ば、文化 的距離 とか言語 の壁 も克服 で きる。 日本

語の片仮 名 を図形 として数字 と組 み合 わせ情報伝 達 をす る試 み を した こ

とが あるが、一 歩進め て万 国共通 の図形 記号 を決め れば翻訳不 要の コ ミ

ュニケー シ ョンにな り得 る。

片仮 名 と数字 の組 み合わせた48種 類 の記号 を次の ように意味づけ、 人間

の生 き方のチェ ックが できるように した。

① ア:"天"の 意=天 地 ・自然 の理 に合 致 してい るか。

② イー1:"亥"の 意=時 間価 値 を重視 しているか。

イー2:"意"の 意 二"意 い"、"想 い"、"希 い"、"思 い"は 前 向

きか。

③ ウ:"有"の 意=目 標 に合致 した実行計画 になっているか。

④ オ:"居"の 意=有 価 値 ・無価 値 の基準 は明確 に し、有価 値 を追究 し

てい るか。
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⑭ ン:"。。"の 意 二 「正」 、 「反」=「 合」 の止揚 をしているか。(⑤

～⑰:省 略)

この48通 りの記号 の組 み合 わせ に より、人生 の生 き方 に対 す るチェ ッ

クがで きる。 パ ソ コン通 信 を通 じての 国際的な教育実践 の場 な どに利用

可能 である。 この ような 図形 を決 め た上 、数字の組 み合 わせ た記号 を標

準化 す る ことに よ り、 身体 障害者 の ための コミュニ ケー シ ョンツール と

して も使 える ようになる。

前例 の場合

ア→011

イー1→021

イー2→022

と、すべ て を数字 に置 き換 え るこ とに よ り、手の ひ らに指 で数字 を描

くことに よるだけで言葉 を伝 えるこ ともで きる。

7.情 報流の物理的距離克服の必要性

人間 は、 い くら情 報社 会 にな って も顔 と顔 を突 き合 わせ ない と本 音 で

の コ ミュニケ ーシ ョンが で きな い。 しか し現 実 には、情 報流 の物 理的距

離が海外 まで に及 ぶ とな る と簡単 に は出かけてい けない。す なわ ち人 を

物理的 に移動 す る ことは費用 もかか り、 時間 も消費 し、利 用 す る交通機

関のエ ネルギ ー も使用 す る こ とにな り、いろいろ と制約 条件 が発生す る。

この情 報 を伝 達 す るた め に、人 を動 かす考 え方 を逆 に して情 報 を動 か し

て人 に情 報 を伝 達す る考 えが"物 流"に 対 す る"情 報 流"と な る思考 で

あ る。

この ような思考 に従 った概念 が"VirtualGreen"の 考 え方であ る。 ワシ

ン トン大学川畑正大教授 の 定義 によれば、 「VirtualGreenと は、人 々が広

地 帯域 ネ ッ トワ ー クで リ ン ク され た仮 想 イ ン ター フェ ー ス(Virtual

Interface)を 媒介 と して電子 的 に創 造 された感覚的 メディア に浸 り、その

中で相 互の コ ミュニ ケー シ ョンが可 能 とな る情報環境 で あ る。」 と して
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いる。 図示す る と次 の ようになる。

GreenSpaceで は、複 数の人が同時 に3次 元 のモデル を見なが ら、場合 に

よって は同時 に仮想 空間の 中でモデルの中 に入 りこみなが ら3次 元の音 を

聞 き、対 象モ デル に手 を触 れるこ とが で きるこ とに より、あ たか も同一

の場所 に存在 す る感 じで相 互 に情 報交 換 が で きる。 また、複 数 の 人が

Virtua1Greenで 名画 をCGを 通 して鑑賞 する際に、名画 に描 写 されてい る絵

を迫力 の あ る動 画 として映 し出 し効 果音 を聞 くこ とに よって、想像 に絶

す るよ うな共感 が得 られ る。す なわ ち、文 字 を超 え た次元 の絵画情 報 に

よる共感 統合発想 がで きる ようにな るであ ろう。 現実 に この ようなシス

テムの開発 は実用化 に向 けていま一歩の ところまで きてい る。

以上 、現実の 日本 の情 報社 会 につ いて7つ の問題点 を取 り上げ、その対

策方法 を記述 して きた。 これ らの具体化 がで きて こそ、世界 の情報社 会

において 日本 は真 の リーダーシ ップ をとれる もの になることを確信 す る。

一以 上 一
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